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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
宋
代
の
李
庚
等
の
「
天
台
前
集
」（「
前
集
」
と
略
）
と
近
人

の
許
尚
枢
『
天
台
山
詩
聯
選
注
』（「
許
本
」
と
略
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

を
中
心
に
選
択
し
て
い
く
が
、
今
回
は
、
六
朝
時
代
の
賦
を
二
点
取
り
上
げ
、

最
後
に
六
朝
時
代
を
通
し
て
の
天
台
山
を
め
ぐ
る
詩
歌
全
体
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
こ
と
と
す
る
   

 

。

（
１
）

●
凡
例

・
丸
数
字
で
、「
天
台
前
集
」
で
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
。

・
☆
で
「
前
集
」
や
「
許
本
」
で
の
収
録
状
況
を
、
★
で
そ
の
他
の
資
料
に
お

　

け
る
収
録
状
況
を
述
べ
る
。

・
以
下
、
■
本
文
と
訓
訳
、
■
校
勘
、
■
語
注
、
■
口
語
訳
、
■
解
説
、
の
順

で
記
述
す
る
が
、
⑰
と
⑱
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
方
法
を
と
っ
た
。

各
部
分
の
冒
頭
の
注
記
＊
参
照
。

・
本
節
で
参
照
し
た
文
献
の
内
、
総
括
的
な
も
の
と
そ
の
略
称
は
次
の
通
り
。

　

梁
沈
約
『
宋
書
』
…
中
華
書
局
本

　

梁
昭
明
太
子
『
文
選
』
…
李
善
注
本

　

唐
欧
陽
詢
等
奉
勅
撰
『
芸
文
類
従
』
一
○
○
巻
（
類
従
）

　

清
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
七
四
一
巻

　

顧
紹
柏
校
注
『
謝
霊
運
集
校
注
』（
校
注
）

四　

天
台
山
の
詩
（
其
三
）
〜
六
朝
以
前
（
下
）

⑰
天
台
山
賦
並
序　

孫
綽

　

☆
前
集
巻
上
、
許
本
巻
一

　

★
文
選
巻
十
一
、
類
従
巻
七
（
序
の
み
）、
全
晋
文
巻
六
十
一

﹇
題
名
﹈

　

前
集
は
「
天
台
山
賦
」
と
す
る
が
、
文
選
・
類
従
等
は
「
遊
天
台
山
賦
」
と

す
る
。

＊
こ
の
賦
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
既
に
日
本
語
へ
の
訳
注
が
幾
種
類
も
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
の
訳
注
は
省
略
し
て
、
■
解
説
の
み
と
し
、
そ
の
中

で
本
文
や
訳
注
を
随
時
挿
入
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

■
解
説

１.

日
本
に
お
け
る
近
年
の
研
究
と
本
稿
の
立
場

　

日
本
語
で
の
訳
注
と
近
年
の
研
究
論
文
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　

訳
注
で
は
、「
遊
天
台
山
賦
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
文
選
』
の
訳
注
と
し
て
、

小
尾
郊
一
に
よ
る
『
全
釈
漢
文
大
成
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
）、
及
び
高
橋
忠

彦
に
よ
る
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
四
）
が
あ
る
。
他
に
長
谷

川
滋
成
が
『
孫
綽
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
○
○
一
）
の
「
老
荘
・
神
仙
・
仏

教
が
あ
る
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」」
に
お
い
て
、
こ
の
賦
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て

い
る
、
老
荘
に
関
す
る
語
・
神
仙
に
関
す
る
語
・
仏
教
に
関
す
る
語
を
検
討
さ

れ
、「
老
荘
・
神
仙
・
仏
教
の
三
つ
を
一
つ
に
統
合
し
て
、
人
間
の
永
遠
な
る
生

命
を
追
求
し
た
作
品
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
い
て
る
。
長
谷
川
は
ま
た

│ 
二 
│



│
三 
│

「
孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
并
び
に
序
」」『
東
晋
の
詩
文
』（
溪
水
社
、
二
○
○

二
）
に
お
い
て
、
こ
の
賦
と
序
文
に
つ
い
て
詳
細
な
注
解
を
施
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
専
論
と
し
て
は
、
石
川
忠
久
「
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
つ
い
て
」

（『
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
紀
要　

二
松
』
第
五
集
、
一
九
九
一
）
が
あ
る
他
、

遠
藤
祐
介
「
孫
綽
撰
「
遊
天
台
山
賦
」
と
般
若
経
世
界
」（『
智
山
学
報
』
第
五

二
輯
、
二
○
○
三
）、
佐
竹
保
子
「
孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
の
修
辞
―
『
楚

辞
』
か
ら
謝
霊
運
詩
賦
に
至
る
―
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
九
三
号
、
二
○
○
五
）、

同
「「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
序
文
の
検
討
―
存
思
法
」
と
の
関
わ
り
―
」（『
東
北

大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
一
○
号
、
二
○
○
五
）、
同
「
孫
綽
「
天
台
山
に

遊
ぶ
賦
」
の
描
く
理
想
郷
―
先
秦
か
ら
劉
宋
に
至
る
理
想
郷
描
写
に
お
け
る
位

相
―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
五
九
八
、
二
○
○
七
）
が
あ
る
。
遠
藤
は
孫
綽
と

仏
教
、
と
り
わ
け
般
若
思
想
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
賦
本
文
に
検
討
を
加
え

て
い
る
。
そ
の
結
果
、「『
遊
天
台
山
賦
』
で
は
天
台
山
が
霊
鷲
山
に
擬
せ
ら
れ

て
、
山
上
で
は
釈
尊
の
説
法
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
を
象
徴
的
に
描
き
、
登
山

の
経
路
は
五
道
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
、
登
山
の
方
法
は
数
息
観
の
修
行
で
煩
悩

を
除
く
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
佐
竹
は
、
遠

藤
と
同
様
、
天
台
山
へ
の
遊
行
は
現
実
の
登
山
で
は
な
く
、
理
想
郷
へ
至
る
観

念
的
な
思
想
的
営
み
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
遠
藤
が
仏
教
と
の
関
わ
り
か
ら

検
討
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
道
教
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
る
。

即
ち
、「
そ
の
「
險
し
い
登
攀
」
が
、
…
…
宗
教
的
な
修
行
法
の
一
つ
で
あ
る

「
存
思
」
法
に
延
源
し
て
い
る
可
能
性
を
推
測
」
さ
れ
、
ま
た
「
主
人
公
が
辿

り
着
く
山
頂
の
別
天
地
」
は
神
仙
思
想
・
道
教
的
な
仙
境
を
描
い
て
い
る
と
さ

れ
る
。

　

遠
藤
と
佐
竹
と
は
、
前
者
が
仏
教
的
、
後
者
が
道
教
的
と
の
違
い
は
あ
る
が
、

天
台
山
へ
の
遊
行
が
思
想
的
宗
教
的
な
営
み
と
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
、
天
台
山
、

と
り
わ
け
そ
の
山
頂
が
宗
教
的
な
別
天
地
や
理
想
郷
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お

い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
遊
天
台
山
賦
」
を
思
想
史
的
・
宗
教
史
的

な
流
れ
の
上
で
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
や

事
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
地
理
的
に
ど
う
確
認
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
問
題
に
し
て
は
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
本
稿
は
両
者
の
立
場
や
方
法
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
え
て
、

こ
の
賦
を
地
理
的
な
記
事
の
現
実
性
に
こ
だ
わ
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
作
者

で
あ
る
孫
綽
が
天
台
山
に
つ
い
て
ど
う
い
う
知
識
や
認
識
を
抱
い
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
、
地
理
知
識
の
点
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。

２.

孫
綽
に
つ
い
て

　

孫
綽
（
三
一
○
？
〜
三
六
七
？ 
）

    

は
、
山
西
太
原
の
人
。
字
は
興
公
。
孫
楚

（
２
）

の
孫
。
東
晋
王
朝
に
仕
え
、
著
作
佐
郎
を
手
始
め
に
永
嘉
太
守
な
ど
諸
官
を
歴

任
し
、
最
後
は
牢
獄
管
理
の
長
官
で
あ
る
廷
尉 
�
で
終
わ
っ
た
。
蘭
亭
の
会
に

も
参
加
す
る
な
ど
文
名
は
高
く
玄
言
詩
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
集
解
論

語
」
十
巻
、「
至
人
高
士
伝
讃
」
二
巻
、「
劉
向
列
仙
伝
讃
」
三
巻
、「
晋
衛
尉
�

孫
綽
集
」
十
五
巻
が
あ
っ
た
ら
し
い
（『
隋
書
』
経
籍
志
）
が
伝
わ
ら
な
い
。
本

賦
の
他
、「
蘭
亭
集
後
序
」「
喩
道
論
」「
贈
謝
安
詩
」
な
ど
が
残
る
。『
晋
書
』

巻
五
六
孫
楚
伝
本
伝
。

３.

「
遊
天
台
山
賦
並
序
」
の
概
要

　
「
遊
天
台
山
賦
並
序
」
は
、『
文
選
』
の
遊
覧
の
賦
に
所
収
。
天
台
山
へ
の
遊

覧
を
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
実
際
に
天
台
山
を
訪
れ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
山
を

描
い
た
図
を
眺
め
て
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

序
に
お
い
て 
は 
、
天
台
山
は
優
れ
た
名
山
だ
が
、
五
岳
に
列
せ
ら
れ
ず
典
籍

（
３
）



に
も
そ
の
名
が
見
え
な
い
の
は
、「
所
立
冥
奥
、
其
路
幽
迥
（
そ
の
位
置
す
る
と

こ
ろ
が
奥
深
く
、
そ
こ
へ
至
る
道
が
微
か
で
遠
い
）」
か
ら
だ
と
す
る
。
そ
し
て

そ
こ
へ
至
る
に
は
「
始
經
魑
魅
之
塗
、
卒
踐
無
人
之
境
（
始
め
は
妖
怪
や
山
の

神
の
い
る
道
を
経
由
し
、
最
後
に
は
何
者
も
存
在
し
な
い
世
界
を
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
遠
寄
冥
捜
、
篤
信
通
神
（
遠
く

離
れ
た
も
の
に
思
い
を
寄
せ
、
熱
心
に
神
を
信
ず
る
も
の
）」
で
あ
れ
ば
、「
俛

仰
之
間
、
若
已
再
升
者
也
（
し
ば
ら
く
の
間
に
二
度
も
天
台
山
に
登
っ
た
気
持

ち
に
な
る
）」
の
で
あ
る
。

　

賦
の
本
体
は
、
五
つ
の
部
分
に
分
け
て
捉
え
る
見
方
が
多
い
。

　

第
一
部
は
冒
頭
の
「
太
虚
」
の
句
以
下
の
二
十
二
句
で
、
佐
竹
は
「
天
台
山

の
位
置
と
概
観
」
と
小
題
を
付
け 
る 
。
天
台
山
は
、「
結
根
彌
於
華
岱
、
直
指
高

（
４
）

於
九
疑
（
そ
の
基
層
部
は
華
山
・
泰
山
と
い
っ
た
五
岳
よ
り
も
広
く
、
真
っ
直

ぐ
伸
び
て
は
九
疑
山
よ
り
も
高
い
）」で
あ
る
。
そ
う
し
た
名
山
に
飛
翔
す
る
こ

と
を
宣
言
し
、
そ
の
契
機
と
な
る
も
の
と
し
て
「
二
奇
（
ふ
た
つ
の
奇
景
）」
が

あ
る
と
し
て
「
赤
城
霞
起
而
建
標
、
瀑
布
飛
流
以
界
道
（
赤
城
山
は
霞
の
よ
う

に
聳
え
て
標
識
を
な
し
、
瀑
布
は
飛
び
流
れ
て
境
界
を
示
し
て
い
る
）」
と
し
、

赤
城
山
と
瀑
布
を
天
台
山
を
代
表
す
る
形
象
と
し
て
い
る
。

　

第
二
部
は
「
諸
靈
験
」
の
句
以
下
の
二
十
四
句
で
、
佐
竹
は
「
険
し
い
登
攀
」

と
小
題
を
つ
け 
る 
。
台
嶺
（
天
台
山
）
に
登
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
崑
崙
山
を
羨

（
５
）

む
必
要
が
な
い
と
述
べ
、
次
い
で
具
体
的
に
登
攀
の
様
子
を
描
い
て
い
く
。

①
「
被
毛
褐
之
森
森
、
振
金
策
之
鈴
（
ふ
さ
ふ
さ
し
た
毛
皮
の
衣
を
ま
と
い
、

り
ん
り
ん
と
錫
杖
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
進
む
）」

②
「
披
荒
榛
之
蒙
蘢
、
陟
峭
�
之
崢
I
（
密
生
し
た
雑
木
林
を
拓
き
、
険
し
い

断
崖
を
登
っ
て
い
く
）」

③
「
濟
飩
溪
而
直
進
、
落
五
界
而
迅
征
（
飩
渓
を
渡
っ
て
真
っ
直
ぐ
進
み
、
五

つ
の
県
の
境
界
を
斜
め
に
下
っ
て
速
度
を
上
げ
る
）」

④
「
跨
穹
隆
之
懸
磴
、
臨
萬
丈
之
絶
冥
（
弓
な
り
の
石
橋
を
渡
り
、
万
丈
の
深

い
谷
に
臨
む
）」

⑤
「
踐
莓
苔
之
滑
石
、
搏
壁
立
之
翠
屏
（
苔
の
着
い
た
滑
り
や
す
い
石
を
踏
み
、

壁
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ
岸
壁
に
し
が
み
つ
く
）」

⑥
「
攬
樛
木
之
長
蘿
、
援
鐚
�
之
飛
莖
（
も
つ
れ
る
よ
う
に
曲
が
っ
た
木
に
絡

ま
る
蔦
鐚
を
手
に
取
り
、
鐚
か
ら
伸
び
た
枝
を
引
っ
張
る
）」

　

佐
竹
は
こ
の
部
分
は
「
主
人
公
が
山
を
登
り
行
く
過
程
を
、
順
次
細
や
か
に

追
う
記
述
と
な
っ
て
」
お
り
「「
山
に
登
り
つ
つ
あ
る
」
過
程
の
連
続
性
を
示

す
」
叙
述
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
文
学
的
な
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、

改
め
て
こ
の
記
事
を
地
理
情
報
の
点
に
注
目
し
て
捉
え
て
み
る
。

　

②
は
山
の
入
り
口
。
天
台
山
の
麓
は
「
密
生
し
た
雑
木
林
」
が
被
っ
て
い
る

の
で
先
ず
そ
こ
を
か
き
分
け
て
山
に
入
る
。
更
に
「
険
し
い
断
崖
」
が
あ
っ
て

そ
こ
を
よ
じ
登
る
。
③
は
山
の
麓
か
ら
裾
あ
た
り
を
進
む
様
で
、
飩
渓
と
い
う

谷 
川 
を
渡
り
、
五
県
の
界
を
進
む
。「
飩
渓
」
は
天
台
山
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
６
）

渓
流
の
名
で
、「
五
県
の
界
」
と
い
う
言
葉
も
天
台
山
を
記
述
す
る
際
に
頻
出
の

語
で
あ 
る 
。
④
は
山
中
に
あ
る
石
橋
の
描
写
で
、
⑤
は
そ
れ
を
渡
る
こ
と
を
述

（
７
）

べ
る
。
天
台
山
の
石
橋
と
い
え
ば
、
山
の
北
の
奥
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
石
梁
飛

瀑
が
有
名
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
を
指
し
て
い
よ
う
。
こ
こ
を
渡
る
こ
と
は

天
台
山
の
「
真
」
の
山
中
に
入
る
こ
と
や
、
天
台
山
の
「
主
」
と
な
る
こ
と
を

示
し
て
い 
る 
。

（
８
）

　

第
三
部
は
「
既
克
」
の
句
以
下
の
十
四
句
で
、
佐
竹
は
「
高
台
で
の
休
息
と

心
身
の
浄
化
」
と
小
題
を
つ
け 
る 
。「
九
折
（
つ
づ
ら
折
り
の
道
）」
を
登
り
お

（
９
）

え
る
と
、
さ
ら
に
「
威
夷
（
な
だ
ら
か
な
道
）」
が
続
く
。
途
中
に
は
心
身
を
休

め
る
「
繊
草
（
草
の
生
え
た
場
所
）」
や
「
長
松
（
長
い
松
林
の
中
の
道
）」
が

│ 
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あ
る
。
鸞
鳥
の
姿
を
見
か
け
、
鳳
凰
の
鳴
く
声
を
聞
き
な
が
ら
進
み
、「
霊
�

で
沐
浴
し
て
心
身
を
清
め
る
。

　

第
四
部
は
「
陟
降
」
の
句
以
下
の
十
八
句
で
、
佐
竹
は
「
到
達
し
た
「
仙
都
」

の
様
相
」
と
小
題
を
つ
け
る
。
麓
を
出
発
し
て
「
信
宿
（
二
泊
）」
で
仙
都
に
着

く
。
そ
こ
に
は
き
ら
び
や
か
な
宮
闕
や
庭
園
が
広
が
っ
て
お
り
、
神
木
や
霊
泉

な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
佐
竹
は
こ
の
賦
の
描
く
仙
境
は
旧
態
然
と
し
た
も
の

に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
本
稿
で
は
仙
都
の
入
り
口
に
「
雙
闕

（
門
）」
が
道
を
夾
ん
で
い
た
こ
と
、「
瓊
臺
（
玉
の
台
）」
が
天
に
届
か
ん
ば
か

り
に
聳
え
て
い
た
と
あ
る
こ
と
に
注
目
す
�

　

第
五
部
は
「
於
是
」
の
句
以
下
の
二
十
八
句
で
、
佐
竹
は
「
神
仙
た
ち
の
会

合
と
悟
達
の
成
就
」
と
小
題
を
つ
け
る
。

４.

考
察

　

以
上
の
概
要
か
ら
、
孫
綽
に
お
け
る
天
台
山
の
地
理
知
識
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

先
ず
天
台
山
の
存
在
自
体
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
山
は
間
違
い
な
く
霊

山
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
故
に
逆
に
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
や
書
物
に
記
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
気
高
い
こ
の
山
に
は
穢
れ
た
俗
人

は
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
が
、
熱
心
に
神
を
信
じ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
僅
か
の
間
に
二
度
も
訪
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。
神
山
が
再
訪
を
拒
む
の
は

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
始
め
よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
天
台
山
は
こ
ち
ら

の
心
持
ち
が
よ
け
れ
ば
再
訪
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

次
に
山
へ
の
登
攀
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
麓
に
は
雑
木
林
が
茂
っ
て
い
て
、

人
が
登
る
の
を
拒
ん
で
い
る
。
山
中
に
は
妖
怪
や
山
の
神
が
跋
扈
す
る
場
所
や
、

何
者
を
も
存
在
し
な
い
「
無
」
の
世
界
が
あ
り
、
そ
こ
を
押
し
分
け
て
山
に
入

り
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
神
を
信
じ
て
潔
斎
し
た
も
の
で
あ
れ

（　

）
１０溪
」

 

（　

）
１１る
。

ば
、
険
し
い
登
攀
行
動
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
山
中
遊
行
は
可
能
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
場
所
の
名
前
で
言
え
ば
、
天
台
山
の
標
識
と
言
え
る
も
の
に
、
赤

城
と
飛
瀑
が
あ
る
。
赤
城
は
「
赤
城
山
」
と
し
て
固
有
名
詞
化
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
飛
瀑
と
い
う
語
自
体
は
一
般
名
詞
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で

言
っ
て
い
る
の
は
飛
瀑
一
般
で
は
な
く
、
天
台
山
中
奥
深
く
に
あ
る
石
梁
飛
瀑

を
指
し
て
い
よ
う
。
そ
の
点
で
は
、
特
定
の
場
所
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
前
者
は
南
側
か
ら
天
台
山
に
入
る
際
の
入
り
口
に

聳
え
て
お
り
、
後
者
は
山
の
奥
深
く
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
天

台
山
遊
行
の
出
発
点
と
到
着
点
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
両
者
の
間
に
あ
る
地
名
や
形
象
と
し
て
は
、
飩
渓
・
霊
渓
と
い
う
谷
川

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
渡
っ
て
進
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
険
し
い
崖
を
よ
じ
登
る

こ
と
も
必
要
だ
が
、
草
原
や
松
林
な
ど
心
身
を
休
め
る
場
所
も
あ
る
。
そ
し
て

仙
都
に
は
双
闕
や
瓊
台
と
い
っ
た
輝
か
し
い
建
造
物
（
あ
る
い
は
建
造
物
と
見

ま
が
う
自
然
物
）
が
聳
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
に
見
た
場
所
の
名
前
の
う
ち
、
赤
城
・
飩
渓
な
ど
は
既
に
固
有
名
詞
化
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
霊
渓
・
双
闕
・
瓊
台
な
ど
は
、
後
世
の
文
献
で
は
固
有

名
詞
化
し
て
い
る
が
、
孫
綽
の
段
階
で
そ
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
確
証
が

な
く
、
一
般
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
唐
代
に
は
固
有
名
詞
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
契
機
は
「
遊
天
台
山
賦
」
に
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
賦
が
諸
書
に
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
て
い

く
中
で
、
こ
れ
ら
の
語
が
天
台
山
に
固
有
の
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
は
天
台
山
内
の
あ
る
場
所
や
事
物
を
さ
す
固
有
名
詞
と
し
て
定
着
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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⑱
山
居
賦　

謝
靈
運

　

☆
前
集
巻
上
（
序
な
し
、
賦
の
第
十
二
章
の
途
中
ま
で
）

　

★
宋
書
巻
六
十
七
謝
霊
運
伝
、
類
従
巻
六
十
四
齋
の
項
（
序
・
第
四
章
・
第

　

五
章
・
第
二
十
九
章
・
第
三
十
一
章
・
第
三
十
三
章
・
第
三
十
五
章
・
第
三

　

十
九
章
・
第
四
十
四
章
の
抜
粋
）、
全
宋
文
巻
三
十
一

＊
こ
の
賦
も
全
文
が
長
大
な
こ
と
か
ら
、
天
台
山
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
節
録
と

し
た
。
ま
た
具
体
的
な
選
び
方
な
ど
は
■
解
説
で
述
べ
た
。
ま
た
本
文
な
ど
で
も
と

も
と
空
格
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
□
で
表
記
し
た
。

﹇
序
文
﹈

■
本
文
と
訓
訳

 　
  
古 
巣 
居 
穴 
處 
曰 
巖 
棲
、　

〈
一
〉

   
 
棟 
宇 
居 
山 
曰 
山 
居
、 

在 
林 
野 

〈
二
〉

曰 
丘 
園
、 

在 
郊 
郭 
曰 
城 
傍
。 

四 
者 
不 
同
、 

可 
以 
理 
推
。 

言 

心 
也
、 

黄 
屋 
實 
不 
殊 
於 
汾 
陽
。 

即 
事 
也
、 

山 
居 
良 
有 
異 
乎 

市 
廛
。 

抱 
疾 
就 
閑
、 

順 
從 
性 
情
、 

敢 
率 
所 
樂
、 

而 
以 
作 
賦
。 

揚 
子 
雲 
云
、「 
詩 
人 
之 
賦 
麗 
以 
則
。」 

文 
體 
宜 
兼
、 

以 
成 
其 

美
。 

今 
所 
賦 
既 
非 
京 
都
・ 
宮 
觀
・ 
遊 
獵
・ 
聲 
色 
之 
盛
、 

而 
敍 

山 
野
・ 
草 
木
・ 
水 
石
・ 
穀 
稼 
之 
事
、 

才 
乏 
昔 
人
、 

心 
放 
俗 

外
、 

詠 
於 
文 
則 
可 
勉 
而 
就 
之
、 

求 
麗 
� 
以 
遠 
矣
。 

覽 
者 
廢 

張
・ 
左 
之 
艷 
辭
、 

尋 
臺
・ 
皓 
之 
深 
意
、 

去 
飾 
取 
素
、 

儻 
値 
其 

心 
耳
。 

意 
實 
言 
表
、 

而 
書 
不 
盡
。 

遺 
迹 
索 
意
、 

託 
之 
有 
賞
。 

其 
辭 
曰
、

　

古
え
は
巣
居
・
穴
處
を
巖
棲
と
曰
い
、
棟
宇
し
て
山
に
居
る
を
山
居
と
曰
い
、

林
野
に
在
る
を
丘
園
と
曰
い
、
郊
郭
に
在
る
を
城
傍
と
曰
う
。
四
者
同
じ
か
ら

ざ
る
こ
と
、
理
を
以
て
推
す
べ
し
。
心
を
言
う
や
、
黄
屋
は
實
に
汾
陽
に 
殊 
な

こ
と

ら
ず
。
事
に
即
く
や
、
山
居 
は
良
に 
市
廛
に
異
な
る
こ
と
有
り
。

ま
こ
と

　

疾
を
抱
き
閑
に
就
き
、
性
情
に
順
從
し
て
、
敢
へ
て
樂
し
む
所 
に
率
っ 
て
、

し
た
が

而
し
て
以
て
賦
を
作
る
。
揚
子
雲
云
ふ
「
詩
人
の
賦
は
、
麗
し
く
し
て
以
て 
則 のり

あ
り
」
と
。
文
體
は
宜
し
く
兼
ね
て
、
以
て
其
の
美
を
成
す
べ
し
。
今
賦
す
る

所
は
既
に
京
都
宮
觀
遊
獵
聲
色
の
盛
な
る
に
非
ず
し
て
、
山
野
草
木
水
石
穀
稼

の
事
を
敍
す
る
な
り
。
才
は
昔
人
よ
り
乏
し
く
、
心
は
俗
外
に
放
ち
た
れ
ば
、

文
を
詠
じ
て
は
則
ち
勉
め
て
之
を 
就 
す
べ
き
も
、
麗
を
求
む
る
こ
と
�
と
し
て

な

 
以 
に
遠
し
。
覽
る
者
、
張
・
左
の
艷
辭
を
廢
し
、
臺
・
皓
の
深
意
を
尋
ね
、
飾

す
でを

去
り
て
素
を
取
ら
ば
、 
儻 
し
く
は
其
の
心
に 
値 
は
ん
の
み
。
意
は
實
に
言
も

も 

あ

て
表
さ
ん
と
す
る
も
、
而
も
書
は
盡
く
さ
ず
。
迹
を 
遺 
れ
て
意
を 
索 
む
る
こ
と
、

わ
す 

も
と

之
を
有
賞
に
託
さ
ん
。
其
の
辭
に
曰
く
、

■
校
勘

＊
天
台
前
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
部
分
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
が
あ
る
た
め
、
今

回
は
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
所
引
の
も
の
を
底
本
と
し
て
校
勘

す
る
。〈
一
〉
類
従
作
上
古
。　
〈
二
〉
類
従
無
棟
宇
二
字
。

■
語
注

○
巣
居
穴
處
―
『
韓
非
子
』
五
蠹
篇
に
「
上
古
之
世
、
人
民
少
而
禽
獸
衆
。
人
民
不

勝
禽
獸
蟲
蛇
。
有
聖
人
作
、
構
木
爲
巣
、
以
羣
害
」
と
あ
り
、『
荘
子
』
盗
跖
篇
に

「
古
禽
獣
多
、
人
民
少
。
于
是
民
皆
巣
居
以
避
之
」
と
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
七

○
�
兩
夏
侯
京
翼
李
伝
に
翼
奉
の
言
と
し
て
「
知
日
襍
地
震
之
效
昭
然
可
明
、
猶
巣

居
知
風
、
穴
處
知
雨
（
私
は
、
日
襍
や
地
震
の
兆
し
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
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る
が
、
そ
れ
は
巣
に
棲
む
も
の
が
風
を
予
知
し
、
穴
に
棲
む
も
の
が
雨
を
予
知
す
る

の
と
同
じ
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
顔
師
古
は
「
巣
居
、
烏
鵲
之
屬
也
。
穴
處
、
狐
貍
之

類
也
。」
と
注
す
。
ま
た
謝
霊
運
の
こ
の
賦
で
も
、
第
六
章
の
自
注
に
『
易
経
』
繋
辞

伝
下
の
次
の
文
を
引
用
す
る
。「
易
云
、
上
古
穴
居
野
處
。
後
世
聖
人
、
易
之
以
宮
室
、

上
棟
下
宇
、
以
蔽
風
雨
」。　

○
丘
園
―
『
易
経
』
賁
に
「
六
五
、
賁
于
丘
園
（
丘
園

に
飾
る
）」
と
あ
り
、
疏
は
「
丘
園
、
是
質
素
之
處
」
と
注
す
。
ま
た
謝
霊
運
「
九
日

從
宋
公
戲
馬
臺
集
送
孔
令
詩
」（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
「
彼
美
丘
園
道
、
喟
焉
傷
薄

劣
（
あ
の
す
ば
ら
し
い
丘
園
へ
と
続
く
道
を
進
ま
れ
る
孔
令
に
対
し
、
自
分
の
才
の

劣
っ
て
い
る
こ
と
に
た
め
息
が
出
る
）」
と
あ
り
、
李
善
は
「
周
易
曰
、
六
五
賁
于
丘

園
。
王
粛
曰
、
失
志
無
應
、
隱
處
丘
園
」
と
注
す
る
。　

○
黄
屋
―
天
子
の
車
蓋
。
転

じ
て
天
子
そ
の
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
謝
霊
運
「
從
游
京
口
北
固
應
詔
詩
」

（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
「
玉
璽
戒
誠
信
、
黄
屋
示
崇
高
（
天
子
は
玉
の
印
を
帯
び
て

そ
の
誠
信
さ
を
自
ら
戒
め
、
黄
屋
の
車
に
乗
っ
て
そ
の
崇
高
さ
を
人
々
に
示
す
）」
と

あ
る
。
こ
こ
で
は
天
子
の
車
の
通
る
都
と
解
し
た
。　

○
汾
陽
―
汾
水
の
北
。
堯
が
こ

こ
に
遊
ん
で
四
人
の
賢
者
と
出
会
い
、
天
下
の
こ
と
を
忘
れ
た
と
い
う
故
事
（『
荘
子
』

逍
遙
遊
篇
）
が
あ
り
、
謝
霊
運
「
從
游
京
口
北
固
應
詔
詩
」
に
「
昔
聞
汾
水
游
、
今

見
塵
外
�
（
か
つ
て
堯
が
汾
水
で
遊
び
帰
る
の
を
忘
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
今
は
天
子
が
浮
き
世
の
外
に
馬
を
進
め
ら
れ
る
の
を
見
る
）」
と
あ
る
。

○
揚
子
雲
―
揚
雄
（
前
五
三
〜
後
一
八
）
の
姓
と
字
。
蜀
郡
成
都
の
人
。
若
く
し
て

学
を
好
ん
だ
が
蜀
が
僻
遠
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
一
層
の
学
問
の
向
上
を
目
指

し
て
、
年
三
十
を
越
え
た
こ
ろ
に
上
京
。
や
が
て
見
い
だ
さ
れ
て
官
吏
に
登
用
さ
れ
、

劉
向
一
族
や
班
氏
一
族
、
ま
た
当
時
は
ま
だ
外
戚
の
王
氏
一
族
の
若
者
で
あ
っ
た
王

莽
ら
と
親
交
を
深
め
た
。
王
莽
の
出
世
に
伴
い
揚
雄
も
諸
官
を
歴
任
し
、
王
莽
新
の

天
鳳
五
年
に
没
し
た
。
若
い
頃
は
賦
を
盛
ん
に
制
作
し
た
が
、
後
に
賦
の
価
値
を
否

定
し
、『
太
玄
経
』『
法
言
』
な
ど
の
儒
家
的
な
著
述
を
行
っ
た
。「
漢
書
」
巻
八
七
本

伝
。
町
田
三
郎
「
揚
雄
に
つ
い
て
」（『
秦
漢
思
想
史
の
研
究
』
研
文
出
版
、
一
九
八

五
）
他
。「
詩
人
之
賦
、
麗
以
則
」
は
『
法
言
』
巻
二
吾
子
篇
に
あ
る
。　

○
張
左
―

張
衡
（
七
八
〜
一
三
九
）
と
左
思
（
二
五
○
？
〜
三
○
五
？
）。
い
ず
れ
も
賦
の
名
手

で
、
両
者
と
も
に
「
三
都
賦
」（『
文
選
』
所
収
）
が
知
ら
れ
る
。　

○
臺
皓
―
臺
は
後

漢
の
隠
者
、
臺
�
。
字
は
孝
威
、
魏
郡
�
の
人
。
武
安
山
に
入
り
、
穴
を
穿
っ
て
居

と
な
し
、
薬
を
採
集
し
て
生
業
と
し
た
。
章
帝
の
建
初
中
（
七
六
〜
八
四
）
し
き
り

に
召
さ
れ
た
が
、
遂
に
出
仕
し
な
か
っ
た
（『
後
漢
書
』
巻
八
三
逸
民
伝
）。「
山
居
賦
」

第
四
十
五
章
は
古
来
の
隠
者
を
紹
介
す
る
が
、
そ
の
中
に
「
臺
依
崖
而
穴
�
（
臺
�

は
崖
に
よ
っ
て
階
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
穴
居
し
た
）」
と
あ
り
、
自
注
に
「
臺
孝
威
居

武
安
山
下
、
依
崖
爲
土
室
、
采
藥
自
給
（
臺
孝
威
は
武
安
山
の
麓
に
居
り
、
崖
を
利

用
し
た
土
室
を
作
っ
て
棲
み
、
山
薬
を
採
集
し
て
自
給
し
た
）」
と
あ
る
。
皓
は
四
皓
。

四
人
の
高
徳
の
隠
者
で
、
秦
末
の
乱
を
避
け
て
商
山
に
隠
棲
し
て
い
た
が
、
高
祖
の

後
継
者
争
い
の
折
り
に
呂
后
の
請
い
で
下
山
し
、
決
着
を
つ
け
て
去
っ
た
（『
史
記
』

巻
五
五
留
侯
世
家
）。「
山
居
賦
」
第
四
十
五
章
に
「
皓
棲
商
而
頤
志
（
四
皓
は
商
山

に
隠
棲
し
、
志
を
養
っ
た
）」
と
あ
り
、
自
注
に
「
四
皓
避
秦
亂
、
入
商
洛
深
山
、
漢

祖
召
、
不
能
出
（
四
皓
は
秦
末
の
戦
乱
を
避
け
、
商
・
洛
の
深
い
山
に
入
っ
た
。
漢

の
高
祖
が
召
し
出
そ
う
と
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
）」
と
あ
る
。　

○
意
實
言
表
、
而

書
不
盡
―
『
易
経
』
繋
辞
上
篇
に
「
子
曰
、
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
。（
略
）
聖
人
立

象
以
盡
意
、
設
卦
以
盡
情
僞
、
繋
辭
焉
以
盡
其
言
。（
先
生
は
自
問
自
答
さ
れ
る
「
文

字
に
書
か
れ
た
も
の
は
言
い
た
い
こ
と
を
述
べ
尽
く
し
て
い
な
い
、言
葉
に
出
し
た
も

の
は
思
い
を
表
現
し
尽
く
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。（
略
）（
そ
こ

で
）
聖
人
は
八
卦
と
い
う
象
を
立
て
て
言
葉
の
伝
え
得
な
い
真
意
を
尽
く
し
、
更
に

複
雑
な
六
十
四
卦
を
設
け
て
物
事
の
真
偽
を
尽
く
し
、
こ
れ
に
卦
辞
爻
辞
を
加
え
て

言
い
た
い
こ
と
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
。

│ 
七 
│



■
口
語
訳

　

昔
は
、
鳥
の
よ
う
に
樹
上
に
巣
を
営
ん
で
棲
ん
だ
り
、
動
物
の
よ
う
に
穴
に

棲
む
の
を
「
巌
棲
」
と
い
い
、
家
屋
を
山
中
に
作
っ
て
棲
む
の
を
「
山
居
」
と

い
い
、
平
野
の
林
や
原
野
に
棲
む
の
を
「
丘
園
」
と
い
い
、
都
城
の
城
壁
の
周

辺
に
棲
む
の
を
「
城
傍
」
と
い
っ
た
。
こ
の
四
者
が
同
じ
で
な
い
こ
と
は
、
理

に
よ
っ
て
推
測
で
き
よ
う
。
心
の
あ
り
方
か
ら
い
え
ば
、
天
子
の
車
の
あ
る
都

と
て
、
汾
水
の
北
の
隠
棲
の
地
と
同
じ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
柄
か
ら

見
れ
ば
、
山
居
は
町
中
の
邸
宅
に
住
む
こ
と
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
私
は
病
に
よ
っ
て
閑
居
の
身
と
な
っ
た
の
で
、
性
情
の
ま
ま
に
、
楽

し
む
と
こ
ろ
に
従
っ
て
賦
を
作
っ
た
。

　

か
の
漢
代
の
揚
雄
は
、「
詩
経
の
詩
人
た
ち
の
「
賦
」
は
、
麗
し
く
、
且
つ
そ

こ
に 
則 
が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
。
つ
ま
り
文
章
の
体
は
、
い
く
つ
か
の
要
素
が

の
り

兼
ね
備
わ
っ
て
は
じ
め
て
美
を
な
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
私
が
賦
す
る
と

こ
ろ
は
、
も
と
よ
り
大
都
市
・
宮
殿
や
第
館
・
狩
猟
の
遊
び
・
音
楽
や
様
々
な

色
な
ど
と
い
っ
た
も
の
の
盛
ん
な
様
で
は
な
く
、
山
岳
や
原
野
・
草
木
・
川
や

石
・
穀
物
の
実
り
と
い
っ
た
こ
と
を
叙
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

私
の
才
能
は
故
人
に
は
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
心
も
世
俗
の
外
に
放
っ
て
い

る
の
で
、
文
章
を
詠
ず
る
場
合
に
努
力
を
し
て
そ
う
し
よ
う
と
は
す
る
の
だ
け

れ
ど
、
麗
し
さ
を
求
め
る
こ
と
な
ど
と
う
て
い
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

私
の
賦
を
御
覧
に
な
る
方
々
は
、
張
衡
や
左
思
の
よ
う
な
華
麗
な
文
辞
を
期

待
す
る
こ
と
は
や
め
て
い
た
だ
き
、
臺
�
や
四
皓
の
深
い
思
慮
を
尋
ね
て
い
た

だ
き
、
修
飾
を
去
っ
て
素
の
部
分
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
る
い
は

御
心
に
適
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
意
を
言
葉
で
表
そ
う
と
し
て
も
、
書
物
は
言
葉
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
文
章
と
い
う
仮
の
入
れ
物
の
こ
と
を
忘
れ
て
真
意

を
求
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
後
世
の
理
解
者
に
託
そ
う
と
思
う
。
そ
の
賦
は
次

の
通
り
。

﹇
賦：

第
一
章
﹈
〜
﹇
賦：

第
五
章
﹈
略

﹇
賦：

第
六
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

　

其 
居 
也　
　
　
　
　
　
 
其
の
居
や

　

左 
湖 
右 
江　
　
　
　
　

湖
を
左
に
し
て
江
を
右
に
し

往 
渚 
還 
汀　
　
　
　
　

往
く
渚
、
還
る
汀
あ
り

面 
山 
背 
阜　
　
　
　
　

山
に
面
し
て
阜
を
背
に
し

東  　
 
阻 
西 
傾　
　
　
　

東
は
阻
ま
れ
西
は
傾
く

〈
一
〉

抱 
含 
吸 
吐　
　
　
　
　

包
含
し
吸
吐
し

款 
跨 
紆 
�　
　
　
　
　

款
跨
し
紆 
�
す

緜 
聯 
邪 
亘　
　
　
　
　

緜
聯
と
し
て
邪
に
亘
る
あ
り

側 
直 
齊 
平　
　
　
　
　

側
直
な
る
は
齊
し
く
平
ら
な
り

﹇
自
注
﹈

枚 
乘 
曰
、「 
左 
江 
右 
湖
、 

其 
樂 
無 
有
。」 

此 
呉 
客 
説 
楚 
公 
子 
之 

詞
。 

當 
謂 
江 
都 
之 
野
、 

彼 
雖 
有 
江 
湖 
而 
乏 
山 
巖
、 

此 
憶 
江 
湖 
左 

右 
與 
之 
同
、 

而 
山 
嶽 
形 
勢
、 

池 
城 
所 
無 
也
。 

往 
渚 
還 
汀
、 

謂 
四 

面 
有 
水
。 

面 
山 
背 
阜
、 

亦 
謂 
東 
西 
有 
山
。 

便 
是 
四 
水 
之 
裏 
也
。 

抱 
含 
吸 
吐
、 

謂 
中 
央 
復 
有 
川
。 

款 
跨 
紆 
�
、 

謂 
邊 
背 
相 
連 
帶
。 

迂 
回 
處 
謂 
之 
邪 
亘
、 

平 
正 
處 
謂 
之 
側 
直
。

│ 
八 
│



│ 
九 
│

　

枚
乘
曰
く
、「
江
を
左
に
し
て
湖
を
右
に
す
、
其
の
樂
し
み
有
る
無
し
」
と
。

此
れ
呉
客
の
楚
の
公
子
に
説
く
の
詞
な
り
。
當
に
江
都
の
野
を
謂
う
な
る
べ
し
。

彼
は
江
湖
有
り
と
雖
も
山
巖
に
乏
し
。
此
は
江
湖
の
左
右
な
る
は
之
と
同
じ
く

し
て
、
山
嶽
の
形
勢
は
、
池
城
に
無
き
所
な
り
と
憶
う
。「
往
渚
還
汀
」
と
は
、

四
面
に
水
有
る
を
謂
う
。「
面
山
背
阜
」
も
、
亦
た
東
西
に
山
有
る
を
謂
う
、
便

ち
是
れ
四
水
の 
裏 
な
り
。「
抱
含
吸
吐
」
と
は
、
中
央
に
復
た
川
有
る
を
謂
う
な

う
ち

り
。「
款
跨
紆
�
」
と
は
、
邊
背
相
い
連
帶
す
る
を
謂
う
な
り
。
迂
回
す
る
處　

之
を
「
邪
亘
」
と
謂
い
、
平
正
な
る
處　

之
を
「
側
直
」
と
謂
う
。

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作
岨
。

■
語
注

○
枚
乘
―
（
？
〜
前
一
四
一
）。
江
蘇
淮
陰
の
人
。
景
帝
の
時
に
呉
王
や
梁
王
に
仕
え

た
。
美
文
を
以
て
知
ら
れ
た
。『
漢
書
』
巻
五
一
本
伝
。
こ
の
句
は
「
七
発
」（『
文
選
』

巻
三
四
）
に
あ
り
、
李
善
は
「
左
江
右
湖
、
其
樂
之
忘
死
。
無
有
、
天
下
無
有
」
と

注
す
。「
七
発
」
は
謝
霊
運
が
言
う
如
く
、
呉
の
客
が
病
の
楚
の
太
子
を
見
舞
い
、

種
々
の
楽
し
み
を
述
べ
て
励
ま
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
該
句
は
高
い
台
に
登
っ

て
美
し
い
山
川
を
眺
め
る
楽
し
み
を
述
べ
る
箇
所
に
あ
る
。

■
口
語
訳

そ
の
居
は
、

湖
を
左
に
見
て
江
を
右
に
見
、
往
く
渚
と
還
る
汀
と
が
あ
り
四
面
を
水
に
囲
ま

れ
て
い
る
。

山
に
面
し
て
い
て
阜
を
背
に
し
て
お
り
、
東
は
山
に
阻
ま
れ
て
い
て
西
に
傾
い

て
い
る
。

中
に
川
を
包
含
し
て
い
て
水
が
出
入
り
し
、
臨
ん
で
ま
た
が
り
、
ま
と
い
巡
っ

て
い
る

ず
っ
と
連
続
し
て
迂
回
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
平
ら
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
ま

で
も
平
ら
で
あ
る
。

﹇
自
注
﹈

　

枚
乗
の
「
七
発
」
に
「
長
江
を
左
に
見
て
洞
庭
湖
を
右
に
見
る
。
こ
の
楽
し

み
は
天
下
に
比
べ
も
の
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
呉
の

客
が
楚
の
公
子
に
説
い
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
江
都
の
野
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
ち
ら
に
は
江
と
湖
と
は
あ
る
け
れ
ど
も
山
巌
に

は
乏
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
始
寧
は
江
湖
を
左
右
に
見
る
の
は
枚
乗
の
場
合
と

同
じ
で
あ
っ
て
、
加
え
て
山
嶽
の
形
勢
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
平
地
の
池
城
に
は

無
い
も
の
だ
と
考
え
る
。「
往
渚
還
汀
」
と
は
、
四
面
に
水
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。

「
面
山
背
阜
」
も
、
東
西
に
山
が
あ
る
の
を
言
う
。
そ
れ
は
四
面
の
水
の
内
側

で
あ
る
。「
抱
含
吸
吐
」
と
は
、
そ
の
場
所
の
中
央
に
復
た
川
が
あ
る
の
を
言
う
。

「
款
跨
紆
�
」
と
は
、
へ
り
か
ら
後
ま
で
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
迂
回

す
る
と
こ
ろ
を
「
邪
亘
」
と
言
い
、
平
正
な
る
所
を
「
側
直
」
と
言
う
。

﹇
賦：

第
七
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

　

近 
東 
則 
上 
田 
下 
湖 

近
東
は
則
ち
上
田
・
下
湖
あ
り

　

西 
谿 
南 
谷 
石 
� 
石 
滂 

西
谿
・
南
谷
・
石 
�
・
石
滂
あ
り

　

閔   
� 
黄 
竹 

閔    �
・
黄
竹
あ
り

　

決 
飛 
泉 
於 
百 
仞 

飛
泉
を
百
仞
に
決
し



│ 
十 
│

　

森 
高 
薄 
於 
千 
麓 

高
薄
を
千
麓
に
森
と
す

　

寫 
長 
源 
於 
遠 
江 

長
源
を
遠
江
に
寫
し

　

派 
深 
� 
於 
近 
� 　
　
　
 

深
�
を
近
�
に
派
す

﹇
自
注
﹈

上 
田 
在 
下 
湖 
之 
水 
口 
、 

名 
爲 
田 
口 
。 

下 
湖 
在 
田 
之 
下
、 

下 
處 

並 
有 
名 
山 
川 
。 

西 
谿
・ 
南 
谷 
分 
流 
、 

谷 
�  
水  
� 
入 
田 
口 
。 

西 

谿 
水 
出 
始 
寧 
縣 
西 
谷 
� 
、 

是 
近 
山 
之 
最 
高 
峰 
者 
、 

西 
溪 
便 
是 

□ 
之 
背 
。 

入 
西 
谿 
之 
裏 
、 
 
得 
石  
� 
、 

以 
石 
爲 
阻 
、 

故 
謂 
爲 

� 
。 

石 
滂 
在 
西 
谿 
之 
東 
、 

從 
縣 
南 
入 
九 
里 
、 

兩 
面 
峻 
峭 
數 
十 

丈 
、 

水 
自 
上 
飛 
下 
。 

比 
至 
外 
谿 
、 

封 
� 
十 
數 
里 
、 

皆 
飛 
流 
迅 

激 
、 

左 
右 
巖 
壁 
緑 
竹 
。 

閔 
� 
、 

在 
石 
滂 
之 
東 
谿 
、 

逶 
� 
下 
注 

良 
田 
。 

黄 
竹 
與 
其 
連 
、 

南 
界  
� 
中 
也 
。

　

上
田
は
下
湖
の
水
口
に
在
り
、
名
し
て
田
口
と
爲
す
。
下
湖
は
田
の
下
に
在

り
、
下
處
は
並
び
に
名
山
川
有
り
。
西
谿
・
南
谷
は
分
流
し
、
谷
�
水
は
�
ぎ

て
田
口
に
入
る
。
西
谿
の
水
は
始
寧
縣
の
西
谷
�
に
出
ず
、
是
れ
近
山
の
最
高

峰
な
る
者
に
し
て
、
西
溪
は
便
ち
是
れ
□
の
背
な
り
。
西
谿
の
裏
に
入
れ
ば
、

石
�
を
得
、
石
を
以
て
阻
と
爲
す
、
故
に
謂
い
て
�
と
爲
す
。
石
滂
は
西
谿
の

東
に
在
り
、
縣
の
南
よ
り
入
る
こ
と
九
里
、
兩
面
峻
峭
な
る
こ
と
數
十
丈
、
水

は
上
よ
り
飛
び
下
る
。
外
谿
に
至
る 
比 
、
封
�
十
數
里
、
皆
飛
流
迅
激
な
り
、

こ
ろ

左
右
の
巖
壁
は
緑
竹
な
り
。
閔
�
は
、
石
滂
の
東
谿
に
在
り
、
逶
�
し
て
下
り

良
田
に
注
ぐ
。
黄
竹
は
其
と
連
な
り
、
南
の
か
た 
� 
中
を
界
す
る
な
り
。

■
語
注

○
上
田
、
下
湖
、
西
谿
、
南
谷
、
谷
�
水
、
石
�
、
石
滂
、
閔
�
、
黄
竹
、
�
中
―

い
ず
れ
も
地
名
や
事
物
の
名
だ
ろ
う
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
不
詳
。　

○
封
�
―
き
ざ

は
し
、
坂
。

■
口
語
訳

近
い
東
に
は
上
田
・
下
湖
、
西
谿
・
南
谷
・
石
�
・
石
滂
、
閔
�
・
黄
竹
が
あ

る飛
泉
が
百
仞
も
の
高
さ
か
ら
流
れ
落
ち
、
背
の
高
い
草
む
ら
が
広
い
麓
に
茂
っ

て
い
る

遠
い
水
源
の
水
を
遠
い
江
に
流
し
、
深
い
泉
の
水
は
近
い
川
に
流
す

﹇
自
注
﹈

　

上
田
は
下
湖
の
水
口
に
あ
り
、
田
口
と
名
づ
け
る
。
下
湖
は
田
の
下
に
あ
り
、

下
の
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
に
も
名
山
川
が
あ
る
。
西
谿
・
南
谷
は
分
流
し
て
お
り
、

谷
�
水
が
田
口
に
注
ぎ
入
っ
て
い
る
。
西
谿
の
流
れ
は
始
寧
県
の
西
谷
�
か
ら

出
て
い
る
、
こ
の
山
は
こ
の
近
く
の
最
高
峰
で
あ
る
、
西
溪
は
□
の
背
に
あ
た

る
。
西
谿
の
中
に
入
る
と
、
石
�
が
あ
る
。
石
で
流
れ
を
堰
き
止
め
て
い
る
の

で
、
�
と
い
う
。
石
滂
は
西
谿
の
東
に
あ
る
。
始
寧
県
の
南
か
ら
流
れ
入
る
こ

と
九
里
の
間
、
川
の
両
面
が
険
し
い
こ
と
は
数
十
丈
あ
り
、
泉
水
が
上
か
ら
飛

び
下
っ
て
い
る
。
西
谿
の
は
ず
れ
に
至
る
こ
ろ
に
は
、
階
段
状
の
場
所
が
十
数

里
に
わ
た
り
、
飛
流
は
迅
激
で
あ
る
、
左
右
の
巌
壁
は
緑
の
竹
林
で
あ
る
。
閔

�
は
、
石
滂
の
東
の
谿
に
あ
る
。
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
下
っ
て
良
田
に
注
い
で

い
る
。
黄
竹
が
こ
れ
と
連
続
し
て
い
て
、
南
の
か
た
�
中
と
の
境
を
区
切
っ
て

い
る
。

そ
そ



│ 
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﹇
賦：

第
八
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

近 
南 
則 
會 
以 
雙 
流 

近
き
南
は
則
ち
會
す
る
に
雙
流
を
以

 

て
し

� 
以 
三 
洲 

�
ら
す
に
三
洲
を
以
て
す

表 
裏 
回 
游 

表
裏
回
游
し

離 
合 
山 
川 

山
川
に
離
合
す

� 
崩 
飛 
於 
東 
峭 

�
は
崩
れ
て
東
峭
に
飛
び

槃 
傍 
薄 
於 
西 
阡 

槃
は
傍
し
て
西
阡
に 
薄 
る

せ
ま

拂 
青 
林 
而 
激 
波 

青
林
を
拂
っ
て
波
を
激
し

揮 
白 
沙 
而 
生 
漣 

白
沙
を
揮
っ
て
漣
を
生
ず

﹇
自
注
﹈

　
 
雙 
流
、 

謂 
� 
江 
及 
小 
江
、 
此 
二 
水 
同 
會 
於 
山 
南
、 
便 
合 
流 
注 

下
。 

三 
洲 
在 
二 
水 
之 
口
。 

排 
沙 
積 
岸 
、 

成 
此 
洲 
漲
。 

表 
裏 
離 

合
、 

是 
其 
貌 
状 
也
。 

� 
者 
謂 
回 
江 
岑
。 

在 
其 
山 
居 
之 
南 
界
。 

有 

石 
跳 
出 
、 

將 
崩 
江 
中
、 

行 
者 
莫 
不 
駭 
慄
。 

槃 
者 
是 
縣 
故 
治 
之 

所
。 

在 
江 
之 
□ 
□
。 

用 
槃 
石 
竟 
渚
。 

並 
帶 
青 
林 
而 
連 
白 
沙 
也
。

　

雙
流
は
、
�
江
及
び
小
江
を
謂
う
。
此
の
二
水
は
山
の
南
に
同
會
し
、
便
ち

合
流
し
て
注
ぎ
下
る
。
三
洲
は
二
水
の
口
に
在
り
。
沙
を
排
し
て
岸
に
積
み
、

此
の
洲
の
漲
を
成
す
。
表
裏
・
離
合
は
、
是
れ
其
の
貌
状
な
り
。
�
は
回
江
の

岑
を
謂
う
。
其
の
山
居
の
南
界
に
在
り
。
石
の
跳
び
出
で
て
、
將
に
江
中
に
崩

れ
ん
と
す
る
有
り
、
行
く
者
駭
慄
せ
ざ
る
莫
し
。
槃
は
是
れ
の
故
治
の
所
な
り
。

江
の
□
□
に
在
り
。
槃
石
を
用
っ
て
渚
を
竟
す
。
並
び
に
青
林
を
帶
び
て
白
沙

に
連
な
る
な
り
。

■
語
注

○ 
�
江
・
小
江
―
川
の
名
前
だ
ろ
う
が
詳
し
い
こ
と
は
未
詳
。

■
口
語
訳

近
い
南
に
は
二
筋
の
流
れ
が
合
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

三
つ
の
中
洲
を
廻
っ
て
い
る

中
洲
の
内
と
外
に
は
流
れ
が
回
遊
し

山
や
川
に
接
し
た
り
離
れ
た
り
し
て
い
る

�
が
崩
れ
か
か
る
よ
う
に
し
て
東
の
崖
か
ら
飛
び
出
し

槃
が
西
の
あ
ぜ
の
傍
ら
に
迫
っ
て
い
る

川
は
青
い
林
を
払
う
よ
う
に
波
を
立
て

白
い
砂
を
振
る
い
な
が
ら
さ
ざ
波
を
立
て
て
い
る

﹇
自
注
﹈

　

二
筋
の
流
れ
と
は
、
�
江
と
小
江
を
い
う
。
こ
の
二
水
は
山
の
南
で
出
会
い
、

そ
の
ま
ま
合
流
し
て
流
れ
下
る
。
三
洲
は
二
水
の
口
に
あ
る
。
川
沙
を
推
し
て

岸
に
積
み
あ
げ
、
こ
の
洲
を
成
長
さ
せ
て
い
る
。
表
裏
・
離
合
と
い
う
の
は
、

こ
の
川
と
中
洲
と
の
様
子
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
�
は
江
が
め
ぐ
っ
て
い
る

岑
を
い
う
。
山
居
の
南
界
に
あ
る
。
石
が
跳
び
出
す
よ
う
に
し
て
い
て
今
に
も

江
の
中
に
崩
れ
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
そ
の
下
を
行
く
者
は
、
恐

れ
お
の
の
か
な
い
も
の
は
い
な
い
。
槃
は
元
の
治
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

江
の
□
□
に
あ
る
。
槃
石
で
渚
と
境
を
な
し
て
い
る
。
ず
っ
と
青
い
林
を
帯
び

て
い
て
白
い
沙
浜
に
連
な
っ
て
い
る
。
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﹇
賦：

第
九
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

近 
西 
則 
楊 
賓 
接 
峰 

近
き
西
は
則
ち
楊
・
賓
の
峰
に
接
す

 　
 
唐 
皇 
連   　
 
縱 

唐
・
皇 
連
縱
す

〈
一
〉 

〈
二
〉

室 
壁 
帶   　
  
谿 

室
と
壁
と
は
谿
を
帶
び

〈
三
〉

曾 
孤 
臨 
江 

曾
と
孤
と
江
に
臨
む

竹 
縁 
浦 
以 
被 
b 

竹
は
浦
に
縁
い
て
以
て
緑
に
被
わ
れ

石 
照 
澗 
而 
映 
紅 

石
は
澗
を
照
ら
し
て
紅
に
映
ず

月 
隱 
山 
而 
成 
陰 

月
は
山
に
隱
れ
て
陰
を
成
し

木 
鳴 
柯 
以 
起 
風 

木
は 
柯 
に
鳴
き
て
以
て
風
を
起
こ
す

え
だ

﹇
自
注
﹈

　

楊 
中 
元 
賓
、 

並 
小 
江 
之 
近 
處
、 

與 
山 
相 
接 
也
。 

唐 
皇 
便 
從 
北 

出
。 

室
、 

石 
室
、 

在 
小 
江 
口 
南 
岸
。 

壁
、 

小 
江 
北 
岸
。 

並 
在 
楊 

中 
之 
下
。 

壁 
高 
四 
十 
丈
、 

色 
赤
、 

故 
曰 
照 
澗 
而 
映 
紅
。
曾 
山 
之 

西
、 

孤 
山 
之 
南
、 

王 
子 
所 
經 
始
、 

並 
臨 
江
、 

皆 
被 
以 
b 
竹
。 

山 

高 
月 
隱
、 

便 
謂 
爲 
陰
。 

鳥 
集 
柯 
鳴
、 

便 
謂 
爲 
風 
也
。

　

楊
中
・
元
賓
は
、
並
び
に
小
江
の
近
き
處
に
し
て
、
山
と
相
い
接
す
る
な
り
。

唐
皇　

便
ち
北
よ
り
出
づ
。 

室
は
、
石
室
な
り
。
小
江
の
口
の
南
岸
に
在
り
。

壁
は
、
小
江
の
北
岸
な
り
。
並
び
に
楊
中
の
下
に
在
り
。
壁
は
高
さ
四
十
丈
、

色
赤
し
。
故
に
「
澗
を
照
ら
し
て
紅
に
映
ず
」
と
曰
う
。
曾
山
の
西
、
孤
山
の

南
は
、
王
子
の
經
始
せ
る
所
な
り
。
並
び
に
江
に
臨
む
。
皆　

被
う
に
b
竹
を

以
て
す
。
山
高
く
月
隱
る
。
便
ち
謂
い
て
陰
と
爲
す
。
鳥
集
り
柯
鳴
く
、
便
ち

謂
い
て
風
と
爲
す
。

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作
塘
�
。　
　
〈
二
〉
前
集
作
蹤
。　
　
〈
三
〉
前
集
作
溪
。

■
語
注

○
楊
中
、
元
賓
―
山
の
名
か
。
未
詳
。　

○
唐
皇
―
山
の
名
前
か
。
あ
る
い
は
唐
山
と

皇
山
の
ふ
た
つ
か
。
未
詳
。　

○
谿
―
前
集
は
溪
に
作
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
谷
川
と

な
る
。　

○
曾
山
、
孤
山
―
こ
れ
も
山
の
名
前
か
。
あ
る
い
は
一
般
名
詞
で
あ
れ
ば
、

曾
山
は
層
を
成
す
山
、
孤
山
は
独
立
峰
と
な
る
。　

○
王
子
―
王
子
晋
か
？　

○
經
始

―
建
物
を
建
て
始
め
る
こ
と
。『
詩
経
』
大
雅
霊
台
に
「
經
始
靈
臺
、
經
之
營
之
（
霊

台
を
造
り
始
め
る
、
測
量
を
行
い
作
業
を
営
む
）」
と
あ
り
、
本
賦
自
注
に
も
「
經
始

山
川
、
實
基
於
此
（
山
川
に
建
物
を
営
み
始
め
、
こ
こ
に
基
点
を
定
め
た
）」
と
あ
る
。

○
木
鳴
柯
以
起
風
―
こ
の
句
、
注
に
よ
れ
ば
鳥
が
枝
に
留
ま
っ
て
鳴
い
て
い
る
こ
と

の
よ
う
だ
が
、
本
文
を
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、
風
の
音
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

■
口
語
訳

近
い
西
に
は
楊
中
と
元
賓
が
峰
に
接
し
て
お
り
、
唐
皇
が
縦
に
連
続
し
て
い
る
。

石
室
と
壁
の
よ
う
な
岸
が
谿
を
夾
ん
で
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
曾
山
と
孤
山
と

が
江
に
臨
ん
で
い
る
。

竹
が
水
際
を
縁
取
る
よ
う
に
し
て
い
て
緑
に
被
わ
れ
、
石
の
照
り
返
し
が
谷
川

に
反
射
し
向
こ
う
岸
の
壁
を
紅
く
染
め
て
い
る
。

月
が
山
に
隠
れ
て
あ
た
り
を
暗
く
し
、
木
が
枝
を
鳴
ら
し
風
が
起
き
て
い
る
。

﹇
自
注
﹈

　

楊
中
と
元
賓
は
、
と
も
に
小
江
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
山
と
接
し
て
い
る
。

唐
皇
が
そ
の
ま
ま
北
へ
と
延
び
て
い
る
。
室
は
、
石
室
で
あ
る
。
小
江
の
口
の



│ 
一
三 
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南
岸
に
あ
る
。
壁
は
、
小
江
の
北
岸
の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
楊
中
の
下
に
あ

る
。
壁
は
高
さ
が
四
十
丈
あ
り
、
色
が
赤
い
。
だ
か
ら
「
澗
を
照
ら
し
て
紅
に

映
ず
」
と
い
う
の
だ
。
曾
山
の
西
、
孤
山
の
南
は
、
王
子
晋
が
建
物
を
営
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
。
共
に
江
に
臨
ん
で
い
る
。
皆
緑
の
竹
で
被
わ
れ
て
い
る
。
山

が
高
く
て
月
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
陰
と
表
現
し
て
い
る
。
鳥
が
集
ま
っ

て
枝
で
鳴
い
て
い
る
の
を
、
風
と
表
現
し
て
い
る
。

﹇
賦：

第
十
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

　

近 
北 
則 
二 
巫 
結 
湖 

近
き
北
に
は
則
ち
二
巫
湖
を
結
び

　

兩 
� 
通 
沼 

兩
�　

沼
を
通
ず

　

� 
石 
判 
盡 

�
・
石
は
判
れ
盡
き

　

休 
周 
分 
表 

休
・
周
も
分
れ
表
わ
る

　

引 
修 
� 
之 
逶 
� 

修 
�
の
逶
�
た
る
を
引
き

　

吐 
泉 
流 
之 
浩 
� 

泉
流
の
浩
�
た
る
を
吐
く

　

山  　
 
� 
下 
而 
回 
澤 

山
�　

下
り
て
澤
を
回
り

〈
一
〉

　

瀬 
石 
上 
而 
開 
道 

瀬
石　

上
り
て
道
を
開
く

﹇
自
注
﹈

　

大 
小 
巫 
湖
、 

中 
隔 
一 
山
。 

外  
�  
周 
回
、 

在 
圻 
西 
北
。 

邊 
浦 
出 

江
、 

並 
是 
美 
處
。 

義 
熙 
中
、 

王 
穆 
之 
居 
大 
巫 
湖
、 

經 
始 
處 
所 
猶 

在
。 

兩   
�  
皆 
長 
溪
、
外    
�  
出 
山 
之 
後 
四 
五 
里 
許
、 

裏   
�  
亦 
隔 

一 
山
、 

出 
新 
�
。  
�  
山
、 

野 
舍 
之 
北 
面
。 

常 
石
、 

野 
舍 
之 
西 
北
。 

巫 
湖 
舊 
唐
、 

故 
曰 
修 
� 
。 

長 
谿 
甚 
遠
、 

故 
曰 
泉 
流
。 

常 
石 
� 
□ 

□ 
□ 
□
。
故 
曰 
山 
� 
下 
而 
回 
澤
。 

裏 
�  
漫 
石 
數 
里
、 

水 
從 
上 

過
、 

故 
曰 
瀬 
石 
上 
而 
開 
道
。 

休 
山 
東 
北
、 

周 
里 
山 
在 
休 
之 
南
、 

並 
是 
北 
邊
。

　

大
小
の
巫
湖
あ
り
、
中
ご
ろ
一
山
に
隔
て
ら
る
。
外
�
周
回
し
、
圻
の
西
北

に
在
り
。
浦
に
邊
し
て
江
に
出
づ
。
並
び
に
是
れ
美
し
き
處
な
り
。
義
熙
中
、

王
穆
之　

大
巫
湖
に
居
る
、
經
始
す
る
處
所
猶
お
在
り
。
兩
�
は 
皆 
に
長
溪
な

と
も

り
。
外
�
は
山
の
後
ろ
四
、
五 
里
許
に 
出
で
、
裏
�
も
亦
た
一
山
を
隔
て
て
、

ば
か
り

新
�
に
出
づ
。  
�
山
は
、
野
舍
の
北
面
に
あ
り
。
常
石
は
、
野
舍
の
西
北
に
在

り
。
巫
湖
に
舊
唐
あ
り
、
故
に
「
修
�
」
と
い
う
。
長
谿
甚
だ
遠
し
、
故
に
泉

流
と
曰
う
。
常
石
�
□
□
□
□
。
故
に
「
山
�
下
而
回
澤
」
と
曰
う
。
裏
�
は

石
に
漫
す
る
こ
と
數
里
、
水
上
よ
り
過
ぐ
、
故
に
「
瀬
石
上
而
開
道
」
と
曰
う
。

休
山
の
東
北
、
周
里
山
は
休
の
南
に
在
り
、
並
び
に
是
れ
北
邊
な
り
。

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作
磯
。

■
語
注

○
巫
湖
―
校
注
は
後
世
の
太
康
湖
の
こ
と
で
、
早
く
に
湮
滅
し
て
い
た
も
の
だ
と
し
、

謝
霊
運
「
於
南
山
往
北
山
経
湖
中
瞻
眺
詩
」（『
文
選
』
巻
二
二
）
の
湖
が
こ
れ
だ
と

い
う
。　

○
�
―
諸
字
書
に
も
見
え
な
い
が
、
謝
霊
運
の
自
注
に
よ
れ
ば
、
長
い
谷
川

の
こ
と
。
校
注
で
は
、
清
銭
大
�
の
「
二
十
二
史
考
異
」
で
の
「
こ
の
字
は
誰
も
知

ら
な
い
」
と
い
う
意
見
と
、
李
慈
銘
の
「
宋
書
札
記
」
で
の
「
誤
字
で
は
な
く
、
当

時
の
方
言
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
を
収
録
し
て
い
る
。　

○
横
、
石
、
休
、
周
―

い
ず
れ
も
山
の
名
ら
し
い
。
自
注
に
よ
れ
ば
、
横
山
、
常
石
山
、
休
山
、
周
里
山
。　

○
�
―
こ
の
字
も
諸
字
書
に
見
え
な
い
。
校
注
は
磯
の
異
体
字
で
は
な
い
か
と
す
る



│ 
一
四 
│

が
、
前
集
で
は
磯
と
作
る
。　

○
義
熙
―
東
晋
安
帝
の
年
号
（
四
○
五
〜
四
一
八
）。　

○
王
穆
之
―
不
詳
。『
宋
書
』
に
は
明
帝
の
太
始
七
年
（
四
七
一
）
に
汝
陰
太
守
の
王

穆
之
が
賊
軍
に
殺
さ
れ
た
と
あ
る
が
（
巻
八
明
帝
本
紀
）、
こ
の
王
穆
之
は
、
太
原
の

王
氏
の
ひ
と
り
で
明
帝
期
に
龍
驤
將
軍
と
し
て
南
伐
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
（
同
巻
七
四
・
八
四
）。
し
か
し
、
謝
霊
運
が
賦
の
自
注
で
言
及
し
て

い
る
王
穆
之
は
晋
の
義
熙
中
に
廬
を
結
ん
で
お
り
、
太
原
の
王
穆
之
の
没
年
と
は
六

十
年
近
い
隔
た
り
が
あ
る
。
同
一
人
物
で
は
な
か
ろ
う
。

■
口
語
訳

近
い
北
に
は
二
つ
の
巫
湖
が
あ
り
、
二
本
の
谷
川
が
沼
沢
地
を
貫
通
し
て
い
る

�
山
と
常
石
は
ふ
た
つ
に
分
か
れ
、
休
山
と
周
里
山
も
分
か
れ
て
い
る

長
い
堤
防
が
う
ね
う
ね
と
伸
び
て
お
り
、
豊
か
な
水
量
の
川
が
注
い
で
い
る

﹇
自
注
﹈

　

大
小
ふ
た
つ
の
巫
湖
が
あ
り
、
一
つ
の
山
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
外
�
が
そ

の
周
り
を
回
っ
て
お
り
、
圻
山
の
西
北
に
位
置
し
て
い
る
。
水
際
沿
い
に
流
れ

て
江
に
注
い
で
い
る
。
共
に
美
し
い
場
所
で
あ
る
。
義
熙
年
間
、
王
穆
之
は
大

巫
湖
に
居
を
定
め
た
が
、
そ
の
折
り
に
営
ま
れ
た
場
所
が
今
な
お
現
存
す
る
。

兩
�
は
ど
ち
ら
も
長
い
谷
で
あ
る
。
外
�
は
山
の
後
ろ
四
、
五
里
ば
か
り
の
所

に
出
て
い
て
、
裏 
�
も
ま
た
山
を
ひ
と
つ
隔
て
て
、
新 
�
に
出
て
い
る
。 

�
山

は
、
野
舍
の
北
面
に
あ
る
。
常
石
は
、
野
舍
の
西
北
に
あ
る
。
巫
湖
に
は
舊
唐

が
あ
る
の
で
、「
修 
�
」
と
い
う
。
長
い
谷
が
遠
く
ま
で
続
い
て
い
る
、
だ
か

ら
「
泉
流
」
と
言
う
。
常
石
�
□
□
□
□
。
だ
か
ら
「
山
�
下
り
て
澤
を
回
る
」

と
言
う
。
裏
�
は
石
に
数
里
に
渡
っ
て
浸
っ
て
お
り
、
水
が
上
か
ら
注
い
で
い

る
。
だ
か
ら
「
瀬
石
が
上
っ
て
道
を
開
く
」
と
言
う
。
休
山
は
東
北
に
あ
り
、

周
里
山
は
休
山
の
南
に
あ
る
。
共
に
北
の
は
ず
れ
で
あ
る
。

﹇
賦：

第
十
一
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

遠 
東 
則 
天 
台 
桐 
柏 

遠
東
は
則
ち
天
台
・
桐
柏

方 
石 
太 
平 

方
石
・
太
平

二 
韭 
四 
明 

二
韭
・
四
明

五 
奧 
三 
菁 

五
奧
・
三
菁

表 
神 
異 
於 
緯 
牒 

神
異
を
緯
牒
に
表
し

 　
 
驗 
感 
應 
於 
慶 
靈 

感
應
を
慶
靈
に
驗
す

〈
一
〉

凌 
石 
橋 
之 
莓 
苔 

石
橋
の
莓
苔
を
凌
ぎ

越 
飩 
谿 
之 
紆 
� 

飩
谿
の
紆
�
を
越
ゆ

﹇
自
注
﹈

　

天 
台 
桐 
柏
、 

七 
縣 
餘 
地
、 

南 
帶 
海
。 

二 
韭
・ 
四 
明
・ 
五 
奧
、 

皆 

相 
連 
接
、 

奇 
地 
所 
無
、 

高 
於 
五 
嶽
、 

便 
是 
海 
中 
三 
山 
之 
流
。 

韭 

以 
菜 
爲 
名
。 

四 
明
・ 
方 
石
、 

四 
面 
自 
然 
開 
窗 
也
。 

五 
奧 
者
、 

曇 

濟 
道 
人
・ 
蔡 
氏
・ 
� 
氏
・ 
謝 
氏
・ 
陳 
氏 
各 
有 
一 
奧
、 

皆 
相 
掎 
角
、 

並 
是 
奇 
地
。 

三 
菁
、 

太 
平 
之 
北
。 

太 
平
、 

天 
台 
之 
始
。 

方 
石
、 

直 
上 
萬 
丈
、 
下 
有 
長 
谿
、 
亦 
是 
縉 
雲 
之 
流 
云
。 
此 
諸 
山 
並 
見 
圖 

緯
、 

神 
仙 
所 
居
。 

往 
來 
要 
徑 
石 
橋
、 

過 
飩 
谿
、 

人 
跡 
之 
艱
、 

不 

復 
過 
此 
也
。

　

天
台
・
桐
柏
は
、
七
縣
の
餘
地
に
し
て
、
南
は
海
を
帶
ぶ
。
二
韭
・
四
明
・

五
奧
は
、
皆
相
い
連
接
し
、
奇
地
の
無
き
所
に
し
て
、
五
嶽
よ
り
高
し
、
便
ち



│ 
一
五 
│

是
れ
海
中
の
三
山
の
流
な
り
。
韭
は
菜
を
以
て
名
と
爲
す
。
四
明
・
方
石
は
、

四
面
自
然
と
開
窗
す
。
五
奧
は
、
曇
濟
道
人
・
蔡
氏
・
�
氏
・
謝
氏
・
陳
氏
、

各
々
一
奧
有
り
、
皆
相
い
掎
角
し
、
並
に
是
れ
奇
地
な
り
。
三
菁
は
、
太
平
の

北
な
り
。
太
平
は
、
天
台
の
始
な
り
。
方
石
は
、
直
ち
に
上
る
こ
と
萬
丈
、
下

に
長
谿
有
り
、
亦
た
是
れ
縉
雲
の
流
な
り
と
云
ふ
。
此
の
諸
山
並
び
に
圖
緯
に

見
ゆ
る
、
神
仙
の
居
る
所
な
り
。
往
來
に
は
石
橋
を
徑
し
、
飩
谿
を
過
ぎ
る
を

要
す
。
人
跡
の
艱
に
し
て
、
復
た
此
を
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作 
�
。

■
語
注

○
天
台
―
山
名
。
浙
江
省
台
州
天
台
県
域
に
あ
り
、
仏
道
双
方
の
名
山
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
名
を
記
し
た
信
頼
で
き
る
資
料
は
、
東
晋
鐚
洪
『
抱
朴
之
』
金
丹
篇
・
孫
綽
「
遊

天
台
山
賦
」（『
文
選
』
所
収
）
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。　

○
桐
柏
―
山
名
。
今
は
天
台

山
中
の
峰
の
ひ
と
つ
だ
が
、
唐
代
以
前
は
し
ば
し
ば
天
台
山
と
同
視
さ
れ
て
い
た
。

梁
陶
弘
景
『
真
誥
』
巻
一
四
稽
神
枢
な
ど
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。「
太
平
御
覧
」
巻

四
三
引
く
「
河
図
括
地
象
」
に
「
桐
柏
山
爲
地
穴
、
上
爲
維
星
」
と
あ
る
。　

○
方
石
、

二
韭
、
五
奧
、
三
菁
―
い
ず
れ
も
山
の
名
で
あ
ろ
う
が
、
不
詳
。
方
石
は
四
角
な
石
。

自
注
に
よ
れ
ば
、
四
明
と
同
様
で
、
山
の
形
が
四
面
切
り
立
っ
て
い
る
か
ら
の
命
名

と
な
る
。
韭
は
植
物
の
ニ
ラ
の
類
。
自
注
に
よ
れ
ば
、
山
の
形
が
ニ
ラ
に
似
て
い
る
、

も
し
く
は
そ
の
山
に
ニ
ラ
を
産
す
る
か
ら
の
命
名
と
な
る
。
奥
は
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
。

自
注
に
よ
れ
ば
、五
人
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
命
名
と
な
る
。

○
菁
―
ニ
ラ
の
類
。
あ
る
い
は
花
な
ど
が
盛
ん
に
茂
る
様
。　

○
太
平
―
山
名
。
浙
江

省
余
姚
県
の
西
南
。
余
姚
江
の
源
。『
芸
文
類
従
』
巻
八
に
太
平
山
が
あ
り
、
晋
孫
綽

「
太
平
山
銘
」
や
南
斉
孔
稚
珪
「
遊
太
平
山
詩
」
な
ど
を
引
く
。　

○
四
明
―
山
名
。

浙
江
省
余
姚
県
の
南
。
三
十
六
洞
天
の
第
九
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
登
陸
、

則
有
四
明
天
台
」
と
あ
る
。
自
注
に
よ
れ
ば
、
四
面
に
自
然
の
明
か
り
取
り
の
窓
が

開
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
の
命
名
と
な
る
。　

○
緯
牒
―
緯
は
緯
書
。

牒
は
文
書
。　

○
感
應
―
応
え
応
ず
る
こ
と
。『
易
経
』
咸
に
「
二
氣
感
應
、
以
相
與

（
陰
陽
の
二
気
が
感
応
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
合
す
る
）」
と
あ
る
。　

○
慶
靈
―
め

で
た
い
神
霊
。
謝
霊
運
「
帰
塗
賦
」
に
も
「
承
百
世
之
慶
靈
、
遇
千
載
之
優
渥
（
百

世
に
一
度
の
め
で
た
い
神
霊
に
出
会
い
、
千
年
に
一
度
の
恩
沢
に
遭
遇
す
る
）」
と
あ

る
。　

○
石
橋
之
莓
苔
―
い
わ
ゆ
る
石
梁
飛
瀑
の
こ
と
で
そ
こ
を
渡
る
の
が
難
し
い
こ

と
を
い
う
。
天
台
山
を
代
表
す
る
奇
勝
で
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
も
「
踐
莓
苔

之
滑
石
、
搏
壁
立
之
翠
屏
（
苔
に
被
わ
れ
た
滑
り
や
す
い
石
（
橋
）
を
踏
み
渡
り
、

壁
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
緑
の
屏
風
に
つ
か
ま
る
）」と
あ
る
。　

○
飩
谿
―
飩

渓
も
天
台
山
に
あ
る
川
で
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
も
「
濟
飩
溪
而
直
進
、
落
五

界
而
迅
征
（
飩
渓
を
渡
っ
て
真
っ
直
ぐ
進
み
、
五
県
の
界
下
っ
て
足
を
急
が
せ
る
）」

と
あ
る
。
遠
東
と
し
て
様
々
な
場
所
や
山
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

描
写
し
た
最
後
の
二
句
は
い
ず
れ
も
天
台
山
の
み
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。　

○
七
縣

餘
地
―
「
五
県
の
余
地
」
と
い
う
表
現
が
、
孔
霊
府
「
会
稽
記
」（『
太
平
御
覧
』
巻

四
一
）
や
唐
徐
霊
府
撰
「
天
台
山
記
」
に
見
え
る
。
し
か
し
五
県
が
具
体
的
に
何
を

指
す
か
は
両
資
料
に
相
違
が
あ
る
。　

○
帶
海
―
天
台
山
は
海
に
面
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
最
高
峰
の
華
頂
峰
か
ら
は
海
が
望
見
さ
れ
る
と
さ
れ
、
望
海
尖
の

異
称
も
あ
る
。　

○
海
中
三
山
―
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
州
。
東
海
の
彼
方
に
あ
り
、
神
仙

が
棲
む
と
さ
れ
た
（『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
他
）。　

○
曇
濟
道
人
・
蔡
氏
・
�

氏
・
謝
氏
・
陳
氏
―
い
ず
れ
も
人
名
だ
が
不
詳
。
天
台
山
に
関
わ
り
の
あ
る
僧
侶
と

し
て
曇
猷
の
名
が
伝
わ
る
。
蔡
氏
は
不
詳
だ
が
、
同
時
代
の
文
人
に
蔡
廓
（
三
七
九

〜
八
二
四
）
が
い
る
。
武
帝
に
登
用
さ
れ
、
尚
書
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
宋
書
』
巻
五
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七
本
伝
。「
宋
太
卿
蔡
廓
集
九
巻
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
伝
わ
ら
な
い
。
�
氏
は
あ
る

い
は
第
十
二
章
に
見
え
る
�
景
興
か
。
謝
氏
は
謝
霊
運
を
含
む
謝
氏
一
族
か
。　
 
○
掎

角
―
前
後
相
応
じ
て
事
に
当
た
る
こ
と
。
後
か
ら
鹿
の
足
を 
掎 
き
、
前
か
ら
角
を
つ

ひ

か
む
こ
と
か
ら
。『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
十
四
年
条
。
こ
こ
で
は
五
つ
の
奥
が
連
続
し

て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。　

○
縉
雲
―
山
名
。
浙
江
省
縉
雲
県
に
あ
る
山

の
名
。
唐
の
天
宝
年
間
よ
り
仙
都
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
洞
天
福
地
天
地
宮
府
図
」

に
は
、「
三
十
六
小
洞
天
。
第
二
十
九
仙
都
山
洞
、
周
回
三
百
里
。
名
曰
仙
都
祈
仙
天
。

在
處
州
縉
雲
縣
。
屬
趙
眞
人
治
之
」
と
あ
る
。
徐
霊
府
「
天
台
山
記
」（
三
丁
裏
）
で

も
「（
天
台
山
）
南
馳
縉
雲
、
北
接
四
明
」
と
あ
り
、
四
明
山
と
と
も
に
天
台
山
に
近

い
も
の
と
の
認
識
を
示
す
。

■
口
語
訳

遠
い
東
に
は
天
台
山
・
桐
柏
山
、
方
石
山
・
太
平
山

ま
た
二
韭
・
四
明
、
五
奧
・
三
菁
が
あ
る

不
思
議
な
こ
と
が
緯
書
に
記
し
て
あ
り
、
感
応
が
め
で
た
い
神
霊
に
応
じ
て
な

さ
れ
る

苔
む
し
た
石
橋
を
踏
み
渡
り
、
う
ね
う
ね
と
し
た
飩
渓
を
越
え
て
山
に
入
っ
て

ゆ
く
の
だ

﹇
自
注
﹈

　

天
台
・
桐
柏
は
、
七
県
の
は
ず
れ
の
地
に
あ
り
、
南
に
は
海
を
帯
び
て
い
る
。

二
韭
・
四
明
・
五
奧
は
、
す
べ
て
あ
い
連
な
っ
て
お
り
、
不
思
議
な
土
地
が
無

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
五
岳
よ
り
も
高
い
。
い
わ
ゆ
る
海
中
の
三
神
山
の
類
で

あ
ろ
う
。
韭
は
野
菜
の
名
か
ら
来
て
い
る
。
四
明
・
方
石
は
、
山
の
四
面
が
自

然
の
窓
が
開
い
て
い
る
よ
う
に
切
り
立
っ
て
い
る
事
か
ら
来
て
い
る
。
五
奧
は
、

曇
濟
道
人
・
蔡
氏
・
�
氏
・
謝
氏
・
陳
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
奧
を
占
め
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
前
後
相
つ
な
が
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
不
思
議
な
土
地
で
あ
る
。
三

菁
は
、
太
平
山
の
北
に
あ
る
。
太
平
山
は
、
天
台
山
系
の
始
め
で
あ
る
。
方
石

は
、
ま
っ
す
ぐ
一
万
丈
も
切
り
立
っ
て
い
る
、
下
に
は
長
い
谷
が
あ
り
、
こ
れ

も
亦
た
縉
雲
山
の
類
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
山
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
河
図
洛
書
や
緯
書
に
見
え
て
い
る
、
神
仙
の
居
所
で
あ
る
。
行
き
来
す
る

に
は
石
橋
を
渡
り
、
飩
谿
を
越
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
人
が
尋
ね
る
に
は
艱

難
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
一
旦
帰
っ
た
後
は
再
び
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

﹇
賦：

第
十
二
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

遠 
南 
則 
松 
箴 
棲 
� 

遠
き
南
は
則
ち
松
箴
・
棲
�

唐 
� 
漫 
石 

唐
�
・
漫
石
あ
り

� 
c 
對 
嶺 

�
・
c
は
嶺
を
對
し

 　
 
� 
孟 
分 
隔 

�
・
孟
は
分
け
隔
つ

〈
一
〉

入 
極 
浦 
而 
� 
回 

極
浦
に
入
り
て
�
回
し
す
れ
ば

迷 
不 
知 
其 
所 
適 

迷
い
て
其
の
適
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず

上 
� 
崎 
而 
蒙 
籠 

上
は
�
崎
に
し
て
蒙
籠
た
り

下 
深 
沈 
而 
澆 
激 

下
は
深
沈
と
し
て
澆
激
た
り

﹇
自
注
﹈

　

棲    
�
、 

在 
保 
口 
之 
上
。 

別 
浦 
入 
其 
中
、 

周 
回 
甚 
深
、 

四 
山 
之 

裏
。 

松 
箴 
在 
棲    
� 
之 
上
、 

縁 
江
。 

唐 
� 
入 
太 
平
、 

水 
路 
上 
有 
瀑 

布 
數 
百 
丈
。 

漫 
石 
在 
唐 
� 
下
、 

� 
景 
興 
經 
始 
精 
舍
、 

亦 
是 
名 
山 

之 
流
。 

� 
c 
與 
分 
界
。 

去 
山 
八 
十 
里
、 

故 
曰 
遠 
南
。 

前 
嶺 
鳥 
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道
、 

正 
當 
五 
十 
里 
高
、 

左 
右 
所 
無
、 

就 
下 
地 
形 
高
、 

乃 
當 
不 
稱 

遠 
望
。 

� 
山 
甚 
奇
、 

謂 
白 
爍 
尖 
者 
最 
高
、 

下 
有 
良 
田
、 

王 
敬 
弘 

經 
始 
精 
舍
。 

曇 
濟 
道 
人 
住 
孟 
山
、 

名 
曰 
孟 
�
、 

芋 
險 
之 
� 
田
。 

清 
溪 
秀 
竹
、 

廻 
開 
巨 
石
、 

有 
趣 
之 
極
。 

此 
中 
多 
諸 
浦 
澗
、 

傍 
依 

茂 
林
、 

迷 
不 
知 
所 
通
、 

� 
崎 
深 
沈
、 

處 
處 
皆 
然
、 

不 
但 
一 
處
。

　

棲
�
は
、
保
口
の
上
に
在
り
、
別
浦
其
の
中
に
入
り
、
周
回
す
る
こ
と
甚
だ

深
く
、
四
山
の 
裏 
に
あ
り
。 

松
箴
は
棲
�
の
上
に
在
り
て
、
江
に 
縁 
す
。
唐
�

う
ち 

ふ
ち

は
太
平
山
に
入
る
。 

水
路
の
上
に
瀑
布
の
數
百
丈
な
る
有
り
。
漫
石
は
唐
�
の

下
に
在
り
、
�
景
興
精
舎
を
經
始
す
、
亦
た
是
れ
名
山
の
流
な
り
。
�
と
c
と

は
與
に
界
を
分
か
ち
、
山
を
去
る
こ
と
八
十
里
な
り
、
故
に
遠
南
と
曰
う
。
前

の
嶺
は
鳥
道
に
し
て
、
正
に
五
十
里
の
高
さ
に
當
る
。
左
右
に
無
き
所
な
り
。

下
に
就
け
ば
地
形
は
高
し
、
乃
ち
當
に
遠
望
を
稱
は
ざ
る
べ
し
。
�
山
は
甚
だ

奇
に
し
て
、
白
爍
尖
と
謂
う
も
の
最
も
高
し
。
下
に
良
田
有
り
、
王
敬
弘
精
舎

を
經
始
す
。
曇
濟
道
人
は
孟
山
に
住
む
、
名
づ
け
て
孟
�
と
曰
う
、
芋
險
の
�

田
な
り
。
清
溪
・
秀
竹
あ
り
、
巨
石
を
廻
ら
し
開
く
、
趣
の
極
ま
る
有
り
。
此

の
中
に
諸
浦
澗
多
く
、
傍
は
茂
林
に
依
る
。
迷
ひ
て
通
ず
る
所
を
知
ら
ず
。
�

崎
・
深
沈
は
、
處
處
皆
な
然
り
。
但
に
一
處
の
み
な
ら
ず
。

■
校
勘

〈
一
〉
前
集
作 
�
。

■
語
注

○
松
箴
・
棲 
�
・
唐
�
・
漫
石
・
c
・
孟
・
保
口
―
山
の
名
だ
ろ
う
が
い
ず
れ
も
不

詳
。
箴
は
針
。
松
箴
は
松
葉
の
こ
と
か
。
�
は
険
し
い
こ
と
。
漫
は
広
い
、
散
ら
ば

る
の
意
が
あ
る
。　

○ 
�
―
山
の
名
。
校
注
は
浙
江
c
県
に
あ
る
�
大
山
の
こ
と
だ
と

す
る
。　

○
�
回
―
巡
り
う
ね
り
行
く
こ
と
。　

○ 
�
―
諸
字
書
に
見
え
な
い
。
校
注

は
�
（
山
の
険
し
い
様
子
）
の
変
体
で
は
な
い
か
と
す
る
。　

○ 
�
崎
―
山
の
険
し
い

様
。　

○
蒙
籠
―
草
木
の
は
び
こ
る
様
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
も
「
披
荒
榛
之
蒙

蘢
、
陟
峭 
�
之
崢
I
（
雑
木
の
叢
が
は
び
こ
っ
た
と
こ
ろ
を
切
り
開
い
て
押
し
分
け
、

そ
そ
り
立
つ
断
崖
に
登
る
）」
と
あ
る
。　

○
深
沈
―
奥
深
く
静
か
な
こ
と
。
謝
霊
運

「
晩
出
西
射
堂
詩
」（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
も
「
連
障
疊
�
�
、
青
翠
杳
深
沈
（
連

な
る
切
り
立
っ
た
峰
々
は
重
な
り
あ
っ
て
お
り
、
青
緑
色
に
暗
く
深
く
沈
ん
で
い

る
）」
と
あ
る
。　

○
澆
激
―
澆
は
注
ぐ
。
澆
激
の
用
例
に
は
乏
し
い
が
、
水
が
注
ぎ

沸
き
立
っ
て
い
る
様
か
。　

○ 
�
景
興
―
晋
の
人
、
� 
超
（
三
三
六
〜
三
七
七
））。
桓

温
に
召
さ
れ
諸
官
を
歴
任
し
た
が
父
に
先
立
ち
卒
し
た
。『
晋
書
』
巻
六
七
本
伝
。「
晋

中
書
郎
�
超
集
」
九
巻
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
伝
わ
ら
な
い
。　

○
鳥
道
―
鳥
で
な
け
れ

ば
通
れ
な
い
ほ
ど
高
く
険
し
い
道
。　

○
白
爍
尖
―
不
詳
。
爍
は
光
り
輝
く
。
尖
は
峰
。

○
王
敬
弘
―
劉
宋
の
人
。
名
は
裕
之
。
琅
邪
王
氏
の
ひ
と
り
。
宋
武
帝
劉
裕
の
避
諱

に
よ
り
、
字
で
称
さ
れ
る
。
性
恬
静
で
山
水
を
楽
し
ん
だ
と
称
さ
れ
る
。
文
帝
の
元

嘉
十
二
年
に
太
子
少
傅
に
至
り
、
翌
年
八
十
八
才
で
没
。
諡
は
文
貞
公
。「
右
光
録
大

夫
王
敬
弘
集
」
五
巻
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
隋
書
』
経
籍
志
自
注
）
が
伝
わ
ら
な
い
。

『
宋
書
』
巻
六
六
本
伝
。　

○ 
�
―
堰
。　

○
芋
險
―
い
も
。　

○ 
�
田
―
焼
き
畑
。

■
口
語
訳

遠
い
南
に
は
松
箴
・
棲   
�
、
唐
�
・
漫
石
の
諸
山
が
あ
る

�
山
・
c
山
は
嶺
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
、
�
山
・
孟
山
は
分
か
れ
て
隔
た
っ

て
い
る

浦
の
極
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
内
に
入
っ
て
巡
る
と
、
道
に
迷
っ
て
ど
う
行
け
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
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山
の
上
の
方
は
険
し
く
聳
え
て
草
木
が
は
び
こ
り
、
下
に
は
水
が
流
れ
込
み
激

流
が
沸
き
立
っ
て
い
る

﹇
自
注
﹈

　

棲 
� 
山
は
、
保
口
山
の
上
に
あ
る
。
浦
か
ら
離
れ
て
そ
の
中
に
入
る
と
、
ぐ

る
ぐ
る
と
廻
っ
て
と
て
も
深
く
な
っ
て
い
て
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

松
箴
山
は
棲
�
山
の
上
に
あ
っ
て
、
江
に
沿
っ
て
い
る
。
唐
�
山
は
太
平
山
に

つ
な
が
っ
て
い
て
、
上
に
長
さ
数
十
丈
に
及
ぶ
滝
が
あ
る
。
漫
石
山
は
唐
�
山

の
下
に
あ
っ
て
、
�
景
興
が
精
舎
を
建
て
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
も
ま
た
名

山
の
類
で
あ
る
。
�
山
と
c
山
と
は
と
も
に
境
界
を
分
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

始
寧
の
山
か
ら
八
十
里
離
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
遠
南
」
と
い
う
の
だ
。
前

の
嶺
は
鳥
が
通
る
ほ
ど
の
道
で
、
五
十
里
も
の
高
さ
が
あ
る
。
左
右
に
比
べ
る

よ
う
な
山
は
な
い
が
、
下
か
ら
見
れ
ば
地
形
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
遠
く

を
眺
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
�
山
は
甚
だ
奇
で
、
中
で
も
白
爍
尖
と
い
う
頂

が
最
も
高
い
。
下
に
良
田
が
あ
る
。
王
敬
弘
が
精
舎
を
建
て
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

曇
濟
道
人
は
孟
山
に
住
ん
で
い
る
。
名
づ
け
て
孟
�
と
い
う
。
芋
險
の
焼
き
畑

が
あ
る
。
清
ら
か
な
渓
流
や
竹
林
が
あ
り
、
巨
石
が
廻
ら
さ
れ
て
道
を
開
い
て

い
る
。
す
ば
ら
し
い
情
趣
の
場
所
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
浦
や
谷
川
が
多
く
、

そ
の
傍
ら
は
茂
っ
た
林
が
あ
り
、
道
に
迷
う
と
ど
う
行
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な

く
な
る
。
�
崎
・
深
沈
と
い
う
表
現
は
す
べ
て
の
場
所
に
当
て
は
ま
り
、
一
箇

所
だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

﹇
賦：

第
十
三
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

　

遠 
西 
則 
〔
下 
闕
〕 

＊
第
十
三
章
は
本
文
が
脱
落
し
て
い
て
伝
わ
ら
な
い
。

﹇
賦：

第
十
四
章
﹈

■
本
文
と
訓
訳

遠 
北 
則 
長 
江 
永 
歸 

遠
き
北
は
則
ち
長
江
永
歸
し

巨 
海 
延 
納 

巨
海
延
納
す

崑 
漲 
緬 
曠 

崑
・
漲　

緬
曠
し

島 
嶼 
綢 
沓 

島
嶼　

綢
沓
す

山 
縱 
� 
以 
布 
護 

山
は
縱
�
に
し
て
以
て
布
護
し

水 
迴 
沈 
而 
� 
� 

水
は
迴
沈
し
て
� 
�
す

信 
荒 
極 
之 
綿 
眇 

信
に
荒
極
の
綿
眇
た
る
に
し
て

究 
風 
波 
之 
� 
合 

風
波
の
�
合
を
究
む

﹇
自
注
﹈

　

江 
從 
山 
北 
流
、 

窮 
上 
虞 
界
、 

謂 
之 
三 
江 
口
、 

便 
是 
大 
海
。 

老 

子 
謂 
海 
爲 
百 
谷 
王
、 

以 
其 
善 
處 
下 
也
。 

海 
人 
謂 
孤 
山 
爲 
崑
。 

薄 

洲 
有 
山
、 

謂 
之 
島 
嶼
、 

即 
洲 
也
。 

漲 
者
、 

沙 
始 
起 
將 
欲 
成 
嶼
、 

縱 
� 
無 
常 
於 
一 
處
、 

廻 
沈 
相 
� 
擾 
也
。 

大 
荒 
東 
極
、 

故 
爲 
荒 

極
。 

風 
波 
不 
恒
、 

爲 
� 
合 
也
。

　

江
は
山
北
よ
り
流
れ
、
上
虞
の
界
に
窮
ま
る
。
之
を
三
江
口
と
謂
う
、
便
ち

是
れ
大
海
な
り
。『
老
子
』
に
謂
う
「
海
は
百
谷
の
王
た
り
、
其
の
善
く
下
に
處

る
を
以
て
な
り
。」
と
。
海
人
は
孤
山
を
謂
い
て
「
崑
」
と
な
す
。
薄
洲
に
山
有

る
、
之
を
「
島
嶼
」
と
な
す
、
即
ち
洲
な
り
。「
漲
」
と
は
、
沙
の
始
め
て
起
り

将
に
嶼
を
成
さ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。「
縱 
�
」
と
は
常
に
一
處
に
お
い
て
す
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る
無
し
、
廻
沈
し
て
相
い
�
擾
す
る
な
り
。
大
荒
の
東
極
な
り
、
故
に
荒
極
と

な
す
。
風
波
恒
な
ら
ず
、
�
合
を
な
す
。

■
語
注

○
崑
―
自
注
に
よ
れ
ば
、
海
辺
の
民
は
独
立
山
を
崑
と
称
し
て
い
た
。　

○
漲
―
自
注

に
よ
れ
ば
、
初
期
の
砂
州
を
か
く
称
し
て
い
た
。　

○
緬
曠
―
熟
語
と
し
て
の
用
例
に

乏
し
い
が
、
緬
は
遙
か
遠
い
、
曠
は
広
い
。　

○
綢
沓
―
綢
は
細
か
い
、
沓
に
は
重
な

る
の
意
が
あ
る
。　

○
布
護
―
分
布
す
る
、
密
生
す
る
様
。　

○
�
―
う
る
お
す
。　

○
�
―
そ
む
き
離
れ
る
。　

○
上
虞
―
県
名
。
浙
江
省
紹
興
の
東
。　

○
老
子
―
第
六

六
章
に
「
紅
海
所
以
能
爲
百
谷
王
者
、
以
其
善
下
之
（
大
河
や
大
海
が
す
べ
て
の
谷

川
の
王
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
最
も
下
に
い
る
か
ら
で
あ
る
）」
と
あ
る
。　

○
大
荒

―
中
国
か
ら
と
て
も
遠
い
エ
リ
ア
。『
山
海
経
』
大
荒
東
経
に
「
東
海
之
外
、
大
荒
之

中
、
有
山
、
名
曰
大
言
、
日
月
所
出
」
な
ど
と
あ
る
。

■
口
語
訳

遠
い
北
に
は
長
江
が
長
く
流
れ
、
そ
れ
を
大
海
が
引
き
納
め
て
い
る

（
大
河
や
大
海
に
は
）
山
島
や
砂
州
が
広
が
り
、
島
や
中
洲
が
細
か
く
重
な
っ

て
い
る

山
々
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
水
が
そ
れ
ら
を
廻
っ
て
ま
と
わ

り
つ
き
潤
し
て
い
る

ま
こ
と
に
世
界
の
果
て
の
広
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
風
と
波
と
が
離
れ
た
り

結
ん
だ
り
を
究
め
て
い
る

﹇
自
注
﹈

　

長
江
は
山
の
北
に
流
れ
て
お
り
、
上
虞
県
で
窮
ま
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
三
江

口
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
れ
が
大
海
で
あ
る
。『
老
子
』
に
「
海
が
す
べ
て
の
谷
川

の
王
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
下
に
位
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
」
と

い
う
。
海
辺
の
谷
は
、
突
出
し
て
い
る
山
を
「
崑
」
と
い
う
。
薄
い
中
洲
に
山

が
で
き
て
い
る
の
を
「
島
嶼
」
と
い
う
。
つ
ま
り
洲
の
こ
と
で
あ
る
。「
漲
」
と

は
、
砂
が
溜
ま
り
始
め
て
「
島
嶼
」
を
な
し
始
め
の
も
の
を
言
う
。「
縱
�
」

と
は
い
つ
も
同
じ
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
水
が

深
く
廻
っ
て
い
て
、
ま
と
い
つ
き
乱
れ
て
い
る
。
世
界
の
果
て
の
東
の
極
で
あ

る
、
だ
か
ら
「
荒
極
」
と
い
う
。
風
と
波
と
が
吹
い
た
り
や
ん
だ
り
し
て
、
離

れ
た
り
合
わ
さ
っ
た
り
を
繰
り
返
す
。

﹇
賦：

第
十
五
章
﹈
以
降
略

■
解
説

　

謝
霊
運
に
つ
い
て
は
前
稿
。
山
居
賦
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
に
訳
注
が
あ

る
（『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
の
訳
注
と
し
て
『
謝
康
楽
詩
集
』
巻
下
（
白
帝
社
、
一

九
九
七
）
に
、
及
び
『
謝
康
楽
文
集
』（
白
帝
社
、
二
○
○
三
）
に
）
他
、
研
究

論
文
と
し
て
近
年
の
も
の
で
は
塚
本
信
也
「
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
と
山
水
詩
」

（『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
五
号
、
一
九
九
一
）、
安
藤
信
広
「
謝
霊
運
の
『
山
居

賦
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
化
』
五
三
号
、
一
九
九
五
）、
傍
島
史
奈
「
貫
休

「
山
居
詩
」
二
十
四
首
に
つ
い
て
―
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
と
の
関
連
に
見
る
―
」

（『
未
名
』
一
九
号
、
二
○
○
一
）、
齋
藤
希
史
「
謝
霊
運
の
山
居
―
〈
居
〉
の

文
学
（
二
）
―
」（『
中
国
文
学
報
』
第
六
十
一
冊
、
二
○
○
○
）
な
ど
が
あ
�

本
文
と
校
注
で
は
顧
紹
柏
校
注
『
謝
霊
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
七
）
が
丁
寧
で
あ
る
。

　

こ
の
賦
は
、
謝
霊
運
が
始
寧
に
退
隠
し
た
景
平
元
年
（
四
二
三
）
か
ら
ほ
ど

（　

）
１２る
。
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遠
く
な
い
時
期
の
作
と
さ
れ
る
（
森
野
、
安
藤
）。
退
隠
山
居
の
意
味
や
意
義
、

山
居
の
あ
る
始
寧
や
そ
の
周
辺
地
域
の
地
理
環
境
、
山
居
の
周
囲
や
山
居
に
あ

る
動
植
物
、
山
居
に
作
っ
た
仏
寺
や
そ
れ
を
作
っ
た
経
緯
、
仏
道
修
行
や
道
家

的
な
生
き
方
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
宋
書
』
収
録
時
点
で
既
に
脱
落
が
か

な
り
あ
る
が
、
序
文
と
本
文
が
七
百
句
以
上
か
ら
な
る
。
本
文
は
謝
霊
運
自
身

に
よ
っ
て
四
十
六
の
段
落
（「
章
」
と
呼
ぶ
）
に
別
け
ら
れ
て
い
る
。
安
藤
は
全

体
を
六
つ
の
大
段
落
に
分
け
て
捉
え
、
森
野
は
、
十
四
に
分
け
る
。

　

今
回
の
訳
注
で
は
、
天
台
山
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
、
序
文
と
賦
の
第
六

〜
十
四
章
を
扱
っ
た
。
該
当
部
分
は
森
野
の
分
け
方
に
従
え
ば
、
第
三
の
部
分

「
山
居
の
場
所
。
周
囲
の
地
勢
の
概
略
」、
第
四
の
部
分
「
山
居
の
近
く
の
東
西

南
北
の
様
子
」、
第
五
の
部
分
章
「
山
居
か
ら
遠
く
の
東
西
南
北
の
様
子
」
に
あ

た
る
。
天
台
の
名
が
見
え
る
の
は
、
第
十
三
章
の
「
遠
東
」
で
あ
る
。

　

以
下
内
容
に
つ
い
て
若
干
検
討
す
る
。

　

序
で
は
、
住
ま
い
の
あ
り
方
と
し
て
、
巌
棲
・
山
居
・
丘
園
・
城
傍
の
四
つ

が
あ
る
と
し
、
山
居
に
つ
い
て
は
、「
家
屋
を
山
中
に
作
っ
て
住
む
こ
と
」
と
す

る
。
こ
の
賦
の
題
名
と
主
題
を
示
し
た
も
の
。
隠
遁
者
の
住
ま
い
と
し
て
山
居

が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
、
以
下
の
賦
本
体
に
於
い
て
山
居
の
様
が
具
体
的
に
語
ら

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
後
に
は
山
居
は
、
山
中
に
設
け
ら
れ
た
家
屋
そ
の
も
の

を
指
す
こ
と
も
あ
�

第
六
章
で
は
始
寧
の
山
居
の
た
た
ず
ま
い
を
述
べ
る
が
、

枚
乗
の
「
七
発
」
に
お
い
て
、「
水
」
の
す
ば
ら
し
さ
の
み
が
語
ら
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
こ
の
地
は
、
江
湖
と
い
う
「
水
」
に
加
え
山
岳
を
も
備
え
て
い
る
こ

と
で
よ
り
よ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

第
七
章
か
ら
第
十
四
章
に
お
い
て
は
、
始
寧
の
周
り
に
展
開
す
る
自
然
の
名

勝
が
述
べ
ら
れ
る
。
先
ず
第
七
章
か
ら
第
十
章
で
は
、
始
寧
か
ら
比
較
的
近
い

（　

）
１３る
。

場
所
に
あ
る
名
勝
を
、
東
南
西
北
の
順
に
述
べ
て
い
く
。
次
い
で
第
十
一
章
か

ら
第
十
四
章
で
、
始
寧
か
ら
や
や
遠
い
場
所
に
あ
る
名
勝
を
や
は
り
東
か
ら
順

に
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
始
寧
を
中
心
と
し
た
二
重
の
同
心
円
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
円
周
上
に
名
勝
の
地
が
配
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
謝
霊
運
は
常

に
は
始
寧
に
居
し
つ
つ
、
随
時
に
こ
れ
ら
の
名
勝
の
地
を
訪
れ
、
様
々
な
山
水

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
た
く
さ
ん

の
自
然
の
名
勝
が
散
ら
ば
る
江
南
の
地
に
あ
っ
て
、
始
寧
は
そ
の
中
心
に
位
置

し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

さ
て
天
台
山
に
つ
い
て
は
「
遠
東
」
に
あ
る
。
賦
の
本
文
で
は
、
前
半
の
四

句
で
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
山
々
や
場
所
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
る
。「
天
台
・
桐

柏
」
に
始
ま
り
、「
五
奥
・
三
菁
」
ま
で
八
つ
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

山
の
固
有
名
詞
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
天
台
・
桐
柏
・
太
平
・
四
明
の
四

つ
で
、
他
の
四
つ
は
不
詳
。
ま
た
二
韭
・
三
菁
・
四
明
・
五
奥
は
い
ず
れ
も
数

字
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
エ
リ
ア
に
は
こ
う
し
た
例
は
な
い
。
四
明

こ
そ
実
在
の
山
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
連
想
か
ら
命
名
さ
れ
た
架
空
の
地
名
か

も
し
れ
な
い
。

　

後
半
の
四
句
で
は
、
遠
東
に
あ
る
名
勝
に
つ
い
て
の
解
説
が
施
さ
れ
る
が
、

具
体
的
な
記
事
が
あ
る
の
は
七
句
目
と
八
句
目
で
、
そ
こ
で
は
、
苔
む
し
た
石

橋
を
渡
る
こ
と
と
飩
渓
と
い
う
川
を
渡
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石

橋
と
飩
渓
は
、
孫
綽
の
「
遊
天
台
山
賦
」
に
も
見
え
る
も
の
で
、
天
台
山
に
あ

る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
他
に

六
つ
の
地
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
�

そ
れ
ら
は
石
橋
や
飩
渓
と
は
関
わ

り
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
自
注
に
於
い
て
、
天
台
桐
柏
に
つ
い
て
は
「
七

県
の
余
地
」
で
あ
る
と
す
る
。
他
の
資
料
で
は
「
五
県
の
余
地
」
と
す
る
も
の

が
多
い
が
（
当
該
部
分
語
注
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
天
台
山
に
関
連
し
て
よ
く
知
ら

（　

）
１４が
、
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れ
た
情
報
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
謝
霊
運
が
遠
東
を
代
表
す
る
山
と
し
て

天
台
山
を
捉
え
て
お
り
、
賦
に
天
台
山
に
関
す
る
記
述
を
載
せ
る
こ
と
で
読
み

手
に
そ
の
地
域
全
体
の
様
相
を
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
賦
や
自
注
に
記
さ
れ
て
い
る
天
台
山
の
記
事
は
、
実
は
先
行
す
る

「
遊
天
台
山
賦
並
序
」
を
出
る
も
の
は
な
い
。
第
七
章
か
ら
第
十
四
章
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
名
勝
と
そ
れ
に
関
す
る
記
事
は
、
他
の
文
献
に
は
見

え
な
い
も
の
が
多
く
、
謝
霊
運
に
よ
っ
て
の
み
残
さ
れ
て
い
る
情
報
も
あ
る
。

し
か
し
天
台
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、
真
新
し
い
知
見
や
実
地
に
踏
破
し
て
の
感

慨
に
基
づ
く
記
事
が
こ
の
賦
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
謝
霊
運
の
天
台
山

に
関
す
る
知
識
は
、
孫
綽
や
魏
晋
期
の
一
般
的
な
そ
れ
と
、
さ
ほ
ど
違
わ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

即
ち
、
謝
霊
運
に
と
っ
て
天
台
山
は
遠
東
に
あ
る
山
々
を
代
表
す
る
も
の
と

認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
台
山
に
関
す
る
知
識
で
言
え
ば
、
孫
綽
の
賦

な
ど
の
既
存
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
以
上
の
も
の
は
な
く
、
謝
霊
運
独

自
の
知
見
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
天
台
山
に
対
す
る
関
心
は
、
そ
れ

ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

六
朝
以
前
の
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌

　

こ
れ
ま
で
六
朝
以
前
の
天
台
山
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
詩
歌
を
、
十
八
点
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
く

　

先
ず
先
秦
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
①
「
茅
初
成
昇
天
謠
」
は
晋
代
あ
る
い
は

唐
代
の
仮
託
で
あ
り
、
三
国
葛
玄
の
作
と
さ
れ
る
④
「
登
天
台
」
も
後
世
の
仮

託
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
天
台
前
集
」
に
収
録
さ
れ
て
る
も
の
の
内
、
②
「
和
紫
微
右
英
夫
人
」（『
真

誥
』
所
収
）・
③
曹
植
「
遊
仙
詩
」・
⑥
謝
霊
運
「
登
臨
海 
�
初
發
疆
中
作
與
從

弟
惠
連
可
見
羊
何
共
和
之
〔
注
臨
海
郡
名
疆
中
地
名 
�
山
頂
也
〕」・
⑦
同
「
遊

赤
石
進
航
海
〔
靈
運
游
名
山
志
曰
、
永
寧
安
固
二
縣
中
路
東
南
便
是
赤
石
〕」・

⑧
同
「
登
永
寧
江
望
海
」・
⑫
梁
簡
文
帝
「
餞
臨
海
太
守
劉
孝
儀
蜀
太
守
劉
孝

勝
」・
⑭ 
� 
信
「
道
士
歩
虚
詞
」・
⑮
劉
斌
「
詠
山
」・
⑯
李
巨
仁
「
登
台
山
篇
」

は
、
い
ず
れ
も
天
台
山
と
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
が
な
い
。
仙
山
を
描
い
て
い
る

も
の
だ
が
、
必
ず
し
も
天
台
山
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

許
尚
枢
は
、
王
子
喬
（
晋
）
讃
と
し
て
、
⑤
陸
機
・
⑨
謝
霊
運
・
⑩
江
淹
の

も
の
を
あ
げ
、
桐
柏
真
人
（
即
ち
王
子
晋
）
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
⑪
梁
武
帝

「
桐
柏
曲
」
を
あ
げ
て
い
る
。
王
子
晋
は
確
か
に
天
台
山
に
関
わ
り
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
讃
や
曲
で
は
天
台
山
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

　

⑬
呉
均
「
別
王
謙
」
に
お
い
て
は
隠
者
の
隠
颱
先
と
し
て
天
台
の
名
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
具
体
的
な
描
写
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
⑱
謝
霊

運
「
山
居
賦
」
は
、
隠
棲
の
地
で
あ
る
始
寧
か
ら
や
や
遠
い
場
所
に
あ
る
名
勝

の
地
と
し
て
天
台
・
桐
柏
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
具
体
的
な
描

写
や
情
報
は
、
⑰
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
並
序
」
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
う
見
て
く
る
と
、
天
台
山
は
孫
綽
の
賦
を
除
け
ば
、
詩
歌
で
詠
わ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
六
朝
期
以
前
に
あ
っ
て
は
、
天
台

山
の
知
名
度
や
山
岳
と
し
て
の
人
気
は
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
確
か
に
散
文
に
お
い
て
は
、
晋
代
の
鐚
洪
の
「
抱
朴
之
」
に
そ
の
名
が

見
え
、
支
颱
に
「
天
台
山
銘
序
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
（『
文
選
』
李
善
注
所
引
）、

天
台
山
と
い
う
山
の
名
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
具
体
的
な
記
事
と
な
る
と

乏
し
く
、
人
々
の
興
味
関
心
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。



│ 
二
二 
│

　

そ
う
し
た
中
で
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
詳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
が
孫
綽
の

「
遊
天
台
山
賦
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
さ
に
天
台
山
と
い
う
山
岳
が
記
述
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
賦
は
、
孫
綽
が
実
際
に
そ
こ
を
訪
れ
て

作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、「
天
台
山
の
図
」
を
眺
め
て
、
山
川
遊
行
を
想
像
し
な

が
ら
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
極
め
て
観
念
的
な
遊
行
で
あ
り
、
天

台
山
自
身
も
仙
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
の
登
攀
の
対
象
と
し
て
の
、
ま
た
そ
こ
を
訪
れ
て
の
文
学
活
動
の
対
象

と
し
て
の
天
台
山
の
姿
は
、
六
朝
期
に
は
ま
だ
見
ら
れ
ず
、
抽
象
的
観
念
的
な

も
の
の
域
を
出
て
は
い
な
か
っ
�

そ
の
こ
ろ
の
人
々
に
と
っ
て
天
台
山
は
遠

い
存
在
で
あ
り
、
神
仙
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
模
糊
と
し
た
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
文
人
達
が
天
台
山
を
訪
れ
、
滞
在
し
て
詩
文
等
の
記
述
の
対
象
と
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
台
山
の
宗

教
者
に
よ
る
開
発
が
盛
ん
に
な
る
の
が
、
隋
末
の
天
台
大
師
以
降
で
あ
る
の
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
１
）
本
稿
に
先
行
す
る
も
の
は
次
の
二
点
。

○
「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
〜
六
朝
以
前
（
上
）」（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』

第
五
八
巻
第
一
号
、
二
○
○
九
）
…
「
天
台
前
集
」
の
序
文
と
、
六
朝
以
前
の
詩
を

三
点
を
検
討
し
た
。

○
「
同
（
其
二
）
〜
六
朝
以
前
（
中
）」（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第
五
八
巻
第

二
号
、
二
○
○
九
）
…
六
朝
以
前
の
詩
を
十
三
点
検
討
し
た
。

（
２
）
孫
綽
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
長
谷
川
説
で
示
し
た
。

（
３
）
徐
霊
府
撰
「
天
台
山
記
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
序
文
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
は
「
渉
海
則
有
方
丈
蓬
驩
、
登
陸
則
有
四
明
天
台
（
海
を
渡
る
と
方
丈
山
や
蓬
莱

（　

）
１５た
。

山
が
あ
り
、
陸
地
に
登
れ
ば
四
明
山
や
天
台
山
が
あ
る
）」
の
二
句
が
「
天
台
山
記
」

（
一
丁
表
…
国
立
国
会
図
書
館
本
の
丁
数
。
以
下
同
じ
）に
そ
の
ま
ま
引
か
れ
て
お
り
、

ま
た
同
（
三
丁
裏
）
に
は
「
南
馳
縉
雲
、
北
接
四
明
（
南
は
縉
雲
山
に
馳
せ
通
じ
、

北
は
四
明
山
に
接
し
て
い
る
）」
と
あ
る
。
ま
た
類
似
す
る
表
現
と
し
て
「
靈
仙
之
所

窟
宅
（
霊
妙
な
仙
人
た
ち
が
洞
穴
住
ま
い
を
し
た
と
こ
ろ
）」
が
「
天
台
山
記
」（
十

二
丁
裏
）
に
瓊
台
を
描
い
て
「
非
神
仙
之
窟
宅
、
曷
能
若
斯
（
神
仙
が
洞
窟
住
ま
い

を
す
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
）」
と
あ
り
、「
不
列
於
五
嶽
（
天
台
山
が
五
岳
に
名
を
列
せ
ず
）」「
倒
景
於
重
溟

（
そ
の
姿
を
深
い
海
に
逆
さ
ま
に
映
し
）」
が
、「
天
台
山
記
」（
四
丁
表
）
に
「
至
於

巖
煙
匿
景
、
匪
徒
與
五
岳
爭
雄
（
巌
に
立
ち
上
る
靄
に
そ
の
姿
を
隠
し
て
お
り
、
地

上
の
五
岳
と
そ
の
雄
大
さ
を
競
う
だ
け
で
は
な
く
、
天
上
の
山
々
に
も
匹
敵
す
る
も

の
で
あ
る
）」
と
あ
る
。「
魑
魅
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
が
杜
預
「
左
氏
伝
注
（
宣
公

三
年
条
）」
の
「
魑
、
山
神
。
魅
、
怪
物
」
を
引
く
よ
う
に
、
従
来
は
山
林
に
棲
む
怪

物
妖
怪
の
類
と
解
す
る
が
、
遠
藤
は
、
仏
教
の
三
悪
道
、
と
り
わ
け
地
獄
を
こ
こ
に

詠
み
込
ん
で
い
る
と
解
し
て
い
る
。

（
４
）「
天
台
山
記
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、「
蔭
牛
宿
以
曜
峯
（
牛
宿
に
照
ら
さ
れ

て
そ
の
峰
を
輝
か
せ
る
）」
が
「
天
台
山
記
」（
一
丁
表
）
に
「
當
牛
斗
之
分
、
以
其

上
應
台
宿
光
輔
紫
宸
、
故
名
天
台
（
牛
斗
の
分
野
に
当
た
り
、
天
上
に
お
い
て
台
宿

が
紫
宸
を
光
輔
す
る
の
に
対
応
し
て
い
る
）」
と
あ
る
の
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
「
赤

城
霞
起
而
建
標
、
瀑
布
飛
流
以
界
道
」
の
二
句
が
、
前
者
は
「
天
台
山
記
」（
十
三
丁

表
）
に
、
後
者
は
「
同
」（
四
丁
裏
）
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
述
す

る
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
で
も
「
赤
城
」
と
「
瀑
布
」
を
天
台
山
を
代
表
す
る
形
象

と
し
て
い
る
。

（
５
）「
天
台
山
記
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
後
述
注
（
５
）
の
「
飩
渓
」、（
６
）
の

「
五
県
」、（
７
）
の
「
石
橋
」
が
「
天
台
山
記
」
に
も
見
え
る
他
、「
搏
壁
立
之
翠
屏



（
壁
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ
翠
の
岸
壁
に
し
が
み
つ
く
）」
が
「
天
台
山
記
」（
四
丁

裏
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
天
台
山
記
」
で
は
、「
西
北
翠
屏
巖
（
そ
の
西
北

に
は
翠
屏
巌
あ
り
）」
と
い
う
句
に
続
け
て
こ
の
部
分
を
引
用
し
て
お
り
、「
翠
屏
」

を
固
有
名
詞
と
し
て
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
孫
綽
の
賦
に
お
い
て
は
、「
翠

屏
」
は
「
滑
石
」
と
対
の
語
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
は
一
般
名
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
６
）
天
台
山
に
は
飩
渓
と
い
う
名
の
渓
流
が
知
ら
れ
る
。
後
述
す
る
謝
霊
運
の
「
山

居
賦
」
に
も
「
凌
石
橋
之
莓
苔
、
越
飩
谿
之
紆
�
」
と
あ
り
、
自
注
に
「
往
來
要
徑

石
橋
、
過
飩
谿
」
と
あ
る
。
ま
た
徐
霊
府
撰
「
天
台
山
記
」（
一
丁
裏
）
に
、
顧
�
之

「
啓
蒙
記
」
を
引
い
て
「
路
經
瀑
布
、
次
經
飩
溪
、
至
于
浙
山
。
飩
溪
在
唐
興
縣
東

二
十
里
（
経
路
は
先
ず
瀑
布
を
へ
、
次
に
飩
渓
を
経
由
し
、
浙
山
に
至
る
。
飩
渓
は

唐
興
県
の
東
二
十
里
の
地
に
あ
る
）」
と
あ
る
。
既
に
魏
晋
朝
期
に
は
飩
渓
は
固
有
名

詞
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
賦
で
は
「
飩
渓
」
は
「
五

県
」
と
対
の
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
佐
竹
は
こ
こ
を
「
ナ
ラ
の
生
え
る
谷
川
」

と
訳
し
、
一
般
名
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
固
有
名
詞
と
見
る
。

（
７
）『
文
選
』
李
善
注
引
孔
霊
符
「
会
稽
記
」
に
「
天
台
山
舊
居
五
縣
之
餘
地
」、

「
天
台
山
記
」（
一
丁
表
）
に
「
大
小
台
處
五
縣
中
央
（
大
小
台
は
五
県
の
中
央
に
位

置
す
る
）」
な
ど
。

（
８
）
例
え
ば
、
晋
の
竺
曇
驟
が
天
台
山
に
入
り
、
古
老
が
「
横
石
が
塞
い
で
い
て

し
か
も
苔
む
し
て
い
て
そ
こ
を
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
伝
承
し
て
き
た
石
橋
を

渡
ろ
う
と
し
た
。
山
の
神
は
一
旦
は
そ
れ
を
阻
ん
だ
が
、
遂
に
曇
驟
に
自
分
の
居
所

を
明
け
渡
し
た
と
こ
ろ
、
横
石
が
開
き
橋
を
渡
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し

橋
の
途
中
に
い
た
神
僧
に
「
十
年
後
に
改
め
て
来
る
よ
う
」
に
言
わ
れ
て
、
曇
驟
は

結
局
は
渡
ら
ず
に
帰
っ
た
（『
梁
高
僧
伝
』
巻
一
一
）。
こ
の
説
話
か
ら
、
こ
の
石
橋

を
渡
る
こ
と
は
、
あ
る
種
の
特
殊
体
験
で
あ
り
、
渡
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
は
、
よ

り
一
段
高
い
と
こ
ろ
へ
上
が
り
、
天
台
山
の
「
主
」
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

（
９
）「
天
台
山
記
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
賦
の
「
藉
萋
萋
之
纖
草
、
蔭
落
落
之
長

松
（
綺
麗
な
細
草
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
高
く
伸
び
た
松
の
木
陰
で
一
休
み
す

る
）」
が
「
天
台
山
記
」（
六
丁
表
）
に
引
用
さ
れ
、「
過
靈
溪
而
一
濯
、
疏
煩
慮
於
心

胸
（
霊
溪
を
過
ぎ
て
沐
浴
し
、
胸
の
中
か
ら
煩
悩
を
流
し
去
る
）」
が
、「
天
台
山
記
」

（
五
丁
表
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
覿
翔
鸞
之
裔
裔
、
聽
鳴
鳳
之
�
�
（
鸞

鳥
が
羽
を
な
び
か
せ
て
飛
ぶ
の
を
眺
め
、
鳳
凰
の
穏
や
か
な
鳴
き
声
に
耳
を
傾
け

る
）」
に
見
え
る
鸞
鳥
と
鳳
凰
は
、「
天
台
山
記
」（
三
丁
裏
）
に
「
鳳
翔
、
神
鸞
棲
於

其
上
（
鳳
凰
が
飛
翔
し
、
美
し
い
狐
や
彪
が
山
中
に
生
息
す
る
）」
と
あ
る
。

（　

）
霊
渓
は
固
有
名
詞
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
霊
妙
な
渓
流
」
と
い
う
一
般
名
詞

10
で
あ
る
の
か
。「
天
台
山
記
」
で
は
、
天
台
観
と
い
う
道
観
に
至
近
の
瀑
布
の
水
が
霊

渓
に
注
ぎ
、
や
が
て
県
大
渓
に
合
流
す
る
と
い
う
が
、『〔
嘉
定
〕
赤
城
志
』
巻
二
四

に
も
「
靈
溪
、
在
縣
西
北
一
十
五
里
、
福
聖
觀
前
」
と
あ
る
。
福
聖
観
と
は
天
台
観

の
後
代
の
名
称
な
の
で
両
資
料
が
指
す
霊
渓
は
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。ま
た

同
書
は
、
天
台
観
の
西
に
瀑
布
寺
が
あ
り
、
そ
の
瀑
布
寺
の
北
に
百
丈
巌
が
あ
っ
て
、

そ
の
巌
の
下
を
霊
渓
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
す
ぐ
後
に
「
過
靈
溪
而
一
灌
」

の
句
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
孫
綽
の
賦
に
言
う
霊
渓
も
固
有
名
詞
だ
と
捉
え
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
孫
綽
の
い
う
「
霊
渓
」
が
固
有
名
詞
で
あ
る
か
、

一
般
名
詞
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。

（　

）「
雙
闕
」
と
「
瓊
臺
」
は
固
有
名
詞
な
の
か
一
般
名
詞
で
あ
る
の
か
。「
天
台

11
山
記
」（
十
一
丁
裏
）
で
は
、「
即
平
視
瓊
臺
、
而
下
望
雙
闕
（
瓊
台
を
水
平
に
眺
め
、

双
闕
を
下
に
見
下
ろ
す
）」
な
ど
と
あ
り
、
こ
れ
ら
を
天
台
山
中
の
具
体
的
な
場
所
の

名
（
固
有
名
詞
）
と
し
て
い
る
。
日
本
の
釈
成
尋
「
参
天
台
五
臺
山
記
」（
巻
一
）
に

引
く
唐
元
孚
「
天
台
山
石
橋
銘
並
序
」
で
は
「
元
孚
、
元
和
末
間
、
游
石
橋
・
華
頂
・

│ 
二
三 
│



│ 
二
四 
│

□
（
白
？
）
砂
・
靈
□
（
窟
？
）・
雙
闕
・
瓊
臺
、
無
不
至
」
と
あ
り
、『〔
嘉
定
〕
赤

城
志
』
巻
二
一
に
「
瓊
臺
雙
闕
、
兩
山
自
崇
道
觀
西
北
行
二
里
…
（
略
）
…
孫
綽
賦

所
謂
、
雙
闕
雲
竦
以
夾
路
、
瓊
臺
中
天
而
危
居
、
是
也
」
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

赤
城
志
で
は
孫
綽
の
賦
で
も
固
有
名
詞
と
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、『
文

選
』
李
善
注
引
く
顧
�
之
「
啓
蒙
記
注
」
で
は
「
天
台
山
、
列
雙
闕
於
青
霄
中
、
上

有
瓊
樓
瑶
林
醴
泉
仙
物
畢
具
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
雙
闕
や
瓊
台
（
瓊
樓
も
同
じ
意

味
だ
ろ
う
）
は
「
瑶
林
醴
泉
仙
物
畢
具
」
と
い
っ
た
言
葉
と
並
列
さ
れ
て
お
り
、
一

般
名
詞
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
魏
晋
朝
の
段
階
で
、
こ
れ
ら
が
固

有
名
詞
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
乏
し
い
と
言
え
よ
う
。

（　

）
例
え
ば
「
天
台
山
記
」
に
お
い
て
は
、
徐
霊
府
自
身
の
山
中
の
拠
点
は
「
方

12
瀛
山
居
」
と
命
名
さ
れ
て
い
た
。

（　

）
す
べ
て
の
論
文
が
参
考
に
な
っ
た
が
、
齋
藤
論
文
は
謝
霊
運
の
詩
賦
を
ト
ポ

13
ロ
ジ
カ
ル
な
観
点
か
ら
論
じ
て
い
て
、本
稿
の
訳
注
作
り
以
外
に
お
い
て
も
興
味
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。

（　

）
桐
柏
山
は
天
台
山
と
一
体
視
す
べ
き
な
の
で
、
天
台
山
と
異
な
る
も
の
は
六

14
点
で
あ
る
。

（　

）六
朝
時
代
ま
で
に
そ
の
山
を
訪
ね
た
り
滞
在
し
た
り
し
て
作
ら
れ
た
詩
文
が
無

15
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
廬
山
に
つ
い
て
は
慧
遠
ら
に
よ
る
詩
文
が
数
多
く

も
の
さ
れ
て
い
た
。
拙
稿
「
廬
山
慧
遠
と
文
学
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
五
号
、

二
○
○
七
）
等
。

（
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
提
出
）

（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
六
日
受
理
）


